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日程第２  会期の決定  

日程第３  議案第１号  

平成 29 年度（ 2017 年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般会計補

正予算（第 3 号）  

日程第４  議案第２号  

平成 30 年度（ 2018 年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般会計予

算  

日程第５  一般質問  

追加日程  会議案第１号  

     地方自治法第 96 条第 2 項の規定による議会の議決すべき事件に  

関する条例の一部を改正する条例案  

 

 

会議に出席した議員（ 18 名）  

１番  木  村    修  君       1 0番  安  藤    博  君  

２番  獅  山  向  洋  君       1 1番  夏  川  嘉一郎  君  

３番  大  橋  富  造  君       1 3番  中  野  正  剛  君  

４番  北  川  和  利  君       1 4番  杉  原  祥  浩  君  

５番  山  内  善  男  君          1 5番  小  菅  雅  至  君  

６番  西  澤  伸  明  君       1 6番  安  澤    勝  君  
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７番  木  下  茂  樹  君       1 7番  河  村  善  一  君  

８番  西  澤  清  正  君           1 8番  外  川  善  正  君  

９番  北  川  元  気  君       1 9番  西  川  正  義  君  

      

 

会議に欠席した議員（ 1 名）  

1 2番  德  田  文  治  君               

 

 

議場に出席した事務局職員  

事 務 局 長 橋  本  公  志      事務局副主幹 藤  野  知  之  

事 務 局 次 長 金  田  憲  治      書 記 高  橋    大  

  

会議に出席した説明員  

管  理  者 大久保    貴  君    事 務 局 長 橋  本  公  志  君  

副 管 理 者 山  根  裕  子  さん   総 務 課 長 金  田  憲  治  君  

副 管 理 者 宇  野  一  雄  君    紫 雲 苑 場 長 川那部  晴  朗  君  

副 管 理 者 伊  藤  定  勉  君    建設推進室長 植  田  亮  平  君  

副 管 理 者 野  瀬  喜久男  君    中山投棄場長 野  瀨  次  夫  君  

副 管 理 者 久  保  久  良  君    建設推進室主幹 村  上  義  一  君  

会 計 管 理 者 和  気  豊  文  君    建設推進室主幹 宮  川  伸  夫  君  
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午後 2 時 02 分開会  

○議長（西川正義君） それでは、た

だいまから、平成３０年２月彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 定 例 会 を 開 会

いたします。  

ただいまの出席議員は、１７名で、

会議開会定足数に達しております。よ

って、平成３０年２月定例会は、成立

いたしました。直ちに、本日の会議を

開きます。  

 

日程第１  会議録署名議員の指名  

○議長（西川正義君） 日程第１、本

日 の 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま

す。会議録署名議員に、４番  北川和

利君、５番  山内善男君を指名いたし

ます。  

  

日程第２  会期の決定  

○議長（西川正義君） 次に、日程第

２、会期の決定を議題とします。  

お諮りをいたします。今定例会の会

期は、本日、１日間といたしたいと思

います。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（西川正義君） ご異議なしと

認めます。よって、今定例会の会期は、

本日１日間と決定いたしました。  

 

日程第３  議案第１号上程  

○議長（西川正義君） 次に、日程第

３、議案第１号  平成２９年度（２０

１７年度）彦根愛知犬上広域行政組合

一般会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。職員に議案を朗読させま

す。  

〔藤野議会事務局副主幹朗読〕  

○議長（西川正義君） 提案者の説明

を求めます。管理者。  

○管理者（大久保貴君）  それでは、

議案第１号  平成２９年度（２０１７

年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般

会計補正予算（第３号）の概要につき

まして、概要をご説明いたします。  

 補正前予算総額 4 億 7788 万 6 千円  

に対しまして、歳入歳出それぞれから  

5493 万 7 千円を減額いたしまして、

予算総額を 4 億 2294 万 9 千円とする

ものでございます。  

 今回の補正内容につきましては、歳

入におきましては、歳出の減額補正に

よります負担金の減額や、補助対象事

業 費 の 確 定 等 に よ る 国 庫 補 助 金 の 減

額 な ど を お 願 い す る も の で ご ざ い ま

す。  

 また、歳出におきましては、紫雲苑

の 燃 料 費 や 中 山 投 棄 場 の 賃 金 な ど で

実 績 を 精 査 し た こ と に よ り 増 額 す る

一方、各所管の委託業務における入札

により執行残が生じましたこと、予定

し て い た 事 業 が 実 施 済 で 活 用 で き る

ことなど、不用となった額についての

減額をお願いするものでございます。 

 詳細につきましては、事務局からご

説明を申し上げますので、よろしくお

願いいたします。  

○議長（西川正義君） 続いて、事務

局からの詳細説明を求めます。総務課
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長。  

○総務課長（金田憲治君） 失礼しま

す。総務課長の金田でございます。よ

ろしくお願いいたします。それでは、

議案第１号  平成２９年度（２０１７

年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般

会計補正予算（第３号）につきまして、

お 手 元 の 一 般 会 計 補 正 予 算 書 で ご 説

明させていただきます。併せまして、

別 添 の ２ 月 補 正 予 算 案 の 概 要 も ご 参

照 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま

す。  

今回の補正につきましては、人件費

の支給実績や、需用費の使用実績を基

に精査しましたこと、また、各種委託

業務において、入札等執行後の予算執

行残が生じたことや、業務そのものが

不要となったことなどから、全体とし

て 減 額 の 補 正 を お 願 い す る も の で ご

ざいます。  

 それでは、補正予算書の１ページを

お開き願います。第１条で、歳入歳出

予 算 の 総 額 か ら 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

5493 万 7 千円を減額し、歳入歳出予

算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 4 億

2294 万 9 千円とするものでございま

す。  

次に、２ページ、第１表  歳入歳出

予算補正をお開き願います。歳入につ

きましては、第１款  分担金及び負担

金、第２項  負担金は、4832 万 1 千円

を減額し、 3 億 3908 万 7 千円とする

も の 、 第 ３ 款  国 庫 支 出 金 、 第 １ 項 

国庫補助金は、661 万 6 千円を減額し、

949 万 2 千円とするものでございます。 

続いて、３ページをご覧願います。

歳出でございますが、第２款  衛生費、

第１項  衛生管理費は、 61 万 4 千円

を減額し、 1 億 9115 万 7 千円とする

もの、同じく、第２項 保健衛生費は、

97 万 4 千円を増額し、 2644 万 9 千円

とするもの、同じく、第３項  清掃費

は、5529 万 7 千円を減額し、1 億 9773

万円とするものでございます。  

したがいまして、歳入歳出合計とも、

補正前の 4 億 7788 万 6 千円から 5493

万 7 千円を減額し、4 億 2294 万 9 千

円とするものでございます。  

 続きまして、４ページをお開き願い

ます。第２表  繰越明許費でございま

すが、第２款  衛生費、第３項  清掃

費におきまして、当初予定をしており

ました、新ごみ処理施設建設候補地の

地質調査について、周辺地域の状況等

を鑑み、さまざまなご意見をいただき

ながら、十分な理解が得られるよう慎

重 に 進 め る こ と と い た し ま し た こ と

から、同業務の委託料 1831 万 7 千円

につきまして、翌年度に明許繰越をお

願いするものでございます。  

歳入、歳出それぞれの詳細な補正内

容につきましては、５ページから１０

ペ ー ジ の 歳 入 歳 出 補 正 予 算 事 項 別 明

細 書 に よ り 説 明 を さ せ て い た だ き ま

す。  

まず、歳入の説明をさせていただき

ますので、７ページをご覧願います。

２．歳入、につきましては、第１款  分
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担金及び負担金、第２項  負担金、第

１目  負担金の補正で、歳出の補正に

伴いまして、構成市町の運営費負担金

4832 万 1 千円の減額をお願いするも

のでございます。なお、構成市町別の

負担金額につきましては、説明欄の記

載のとおりでございます。  

 続きまして、８ページをお開き願い

ま す 。 第 ３ 款  国 庫 支 出 金 、 第 １ 項 

国庫補助金、第１目  衛生費国庫補助

金は、新ごみ処理施設整備基本計画策

定等業務の事業費の確定、また、後ほ

ど歳出においてご説明いたしますが、

測 量 調 査 業 務 が 不 要 と な っ た こ と に

より、国からの循環型社会形成推進交

付 金 の 額 が 確 定 す る こ と に 伴 い ま し

て、661 万 6 千円の減額をお願いする

ものでございます。  

次に、歳出の説明をさせていただき

ます。９ページをご覧願います。３．

歳出、第２款  衛生費、第１項  衛生

管理費、第１目  一般管理費は、職員

の定期昇給と、時間外手当を実績によ

り精査したこと、また、会議資料の印

刷代が増えたことにより増額、一方、

社 会 保 険 料 等 の 精 算 に 伴 う 共 済 費 お

よ び 中 山 投 棄 場 で の 臨 時 職 員 １ 名 分

の雇用見送りに伴う賃金を減額、さら

に、入札執行に伴い委託料の予算執行

残が生じましたことから、一般管理費

全体で、 61 万 4 千円の減額をお願い

するものでございます。  

次に、第２款  衛生費、第２項  保

健衛生費、第１目  斎場管理費は、紫

雲 苑 に お い て 入 札 に 伴 う 委 託 料 の 予

算執行残が生じましたが、燃料費等の

需 用 費 に つ い て 実 績 値 を 基 に 精 査 し

ましたことから、斎場管理費全体で 97

万 4 千円の増額をお願いするもので

ございます。次に、第２款  衛生費、

第３項  清掃費、第１目  投棄場管理

費は、１０ページにわたっております

が、中山投棄場において、搬入物検査

員 の 雇 用 形 態 の 変 更 に よ り 賃 金 の 増

額を、一方、光熱水費を実績値により

精査したこと、めくっていただきまし

て、委託料において、各種委託業務の

入 札 等 に よ る 予 算 執 行 残 が 生 じ ま し

たこと等によるもの、特に大きなもの

としましては、一般廃棄物処理委託業

務で、搬出の見込量の減に伴うもの、

さらに、三重県伊賀市への環境保全負

担金につきましても、下がる見込みで

あることから、負担金補助及び交付金

を減額し、投棄場管理費全体で、3219

万 2 千円の減額をお願いするもので

ございます。続きまして、同じく第２

目  塵芥焼却場費は、需用費としての

消耗品費につきましては、新ごみ処理

施 設 建 設 に 係 り ま す 議 会 や 地 元 説 明

会 等 で の 資 料 が 多 く 必 要 に な っ た こ

とにより増額を、一方、委託料におい

て、新ごみ処理施設整備基本計画策定

等業務が入札により、予算執行残が生

じたことなどに加え、当初予定してお

りました測量調査業務は、愛荘町の地

籍 調 査 事 業 で 当 該 地 の 測 量 調 査 が 実

施済であったこと、同じく予定してお
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りました土地鑑定評価業務について、

実 際 に 用 地 買 収 を 行 う 直 前 の 年 度 に

実施することとしたため減額、さらに、

使 用 料 及 び 賃 借 料 に お い て 公 用 車 リ

ース料の入札執行残が生じたことと、

住 民 説 明 会 で 使 用 す る 施 設 の 使 用 料

が不要となったことから、塵芥焼却場

費全体で、 2310 万 5 千円の減額をお

願いするものです。したがいまして、

第２款  衛生費、第３項  清掃費全体

では、 5529 万 7 千円の減額をお願い

するものでございます。  

次に、１１ページは、補正予算給与

費明細書で、一般職の給料、職員手当、

共済費の内訳となっております。なお、

特別職の補正増減はございません。  

以上で、議案第１号 平成２９年度

（２０１７年度）彦根愛知犬上広域行

政組合一般会計補正予算（第３号）の

説明とさせていただきます。よろしく

ご審議のほど、お願いいたします。  

○議長（西川正義君） はい、ありが

とうございました。これより、質疑を

行います。質疑の通告書が提出されて

おりませんので、質疑なしと認めます。

以上で、議案第１号に対する質疑を終

結いたします。  

○議長（西川正義君） これより、討

論を行います。討論は、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（西川正義君） 討論なしと認

め、討論を終結いたします。  

これより、採決を行います。議案第

１号  平成２９年度（２０１７年度）

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計

補正予算（第３号）を、原案のとおり

決することに、賛成の諸君の起立を求

めます。  

〔賛成者起立〕  

ご着席ください。起立全員でありま

す。よって、議案第１号  平成２９年

度（２０１７年度）彦根愛知犬上広域

行政組合一般会計補正予算（第３号）

は、原案のとおり可決されました。  

 

日程第４  議案第２号上程  

○議長（西川正義君） 次に、日程第

４、議案第２号  平成３０年度（２０

１８年度）彦根愛知犬上広域行政組合

一般会計予算を議題といたします。職

員に議案を朗読させます。  

〔藤野議会事務局副主幹朗読〕  

○議長（西川正義君） 提案者の説明

を求めます。管理者。  

○管理者（大久保貴君）  それでは、

議案第２号  平成３０年度（２０１８

年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般

会計予算の概要につきまして、ご説明

を申し上げます。  

 予算総額につきましては、歳入歳出

それぞれ 3 億 9891 万 2 千円とするも

ので、新ごみ処理施設建設事業におき

ましては、必要最小限の計上に留めま

したことなどから、前年度と比べます

と 5637 万 3 千円の減額となるもので

ございます。  

 予算の詳細につきましては、この後、

事務局からご説明申し上げますが、主
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なものといたしましては、紫雲苑にお

いて、新たに、改築後の保証期間終了

等に伴う経費や、中山投棄場におきま

しては、中継基地として一般廃棄物を

県 外 の 民 間 処 理 業 者 の 処 分 場 に 搬 出

お よ び 処 分 す る た め に 必 要 と な り ま

す経費を引き続き、計上をさせていた

だきました。  

 また、新ごみ処理施設建設事業につ

きましては、前年度から継続しての施

設整備基本計画策定等、関係の経費を

引き続き、計上いたしておりますが、

その他につきましては、事務的経費の

み を 計 上 さ せ て い た だ い た 次 第 で ご

ざいます。  

 非 常 に 厳 し い 財 政 状 況 下 で ご ざ い

ますが、当組合の運営につきましては、

各 構 成 市 町 の ご 理 解 を い た だ き な が

ら、住民サービスの向上に努めてまい

りたいと考えておりますので、よろし

くお願い申し上げます。以上が概要で

ございますので、よろしくご審議のほ

ど、お願い申し上げます。  

○議長（西川正義君） 続いて、事務

局からの詳細説明を求めます。総務課

長。  

○総務課長（金田憲治君） それでは、

議案第２号  平成３０年度（２０１８

年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般

会計予算につきまして、お手元の一般

会 計 予 算 書 で ご 説 明 さ せ て い た だ き

ます。併せまして、別添の一般会計予

算 案 の 概 要 も ご 参 照 い た だ き ま す よ

うお願いいたします。失礼いたしまし

て、着座にて説明させていただきます。

よろしくお願いいたします。  

平 成 ３ ０ 年 度 の 予 算 編 成 に 当 た り

ましては、構成市町の厳しい財政状況

や 財 政 健 全 化 に 向 け た 取 り 組 み を 十

分に踏まえ、引き続き、経費節減に努

めながら、各施設の維持管理経費に対

応するとともに、主要な事業を中心に

円滑な組合運営に資するよう留意し、

編成を行ったところでございます。  

火 葬 業 務 お よ び 不 燃 ご み の 処 分 に

つきましては、紫雲苑、中山投棄場・

日 夏 投 棄 場 の 各 施 設 の 適 正 な 運 営 お

よ び 維 持 管 理 に 必 要 と な る 経 費 を 予

算計上しておりますが、特に紫雲苑は、

改 築 後 の 保 証 期 間 終 了 等 に 伴 う 諸 経

費を新たに、また、中山投棄場は、中

継 基 地 と し て 県 外 民 間 処 理 業 者 の 処

分場に廃棄物を搬出し、処分するため

の経費を前年度に引き続き、予算計上

させていただきました。  

また、新ごみ処理施設建設事業につ

きましては、周辺地域の状況等を鑑み、

さまざまなご意見をいただきながら、

十 分 な ご 理 解 が 得 ら れ る よ う 慎 重 に

進めることといたしましたことから、

前 年 度 か ら 継 続 し て 取 り 組 む 施 設 整

備基本計画策定等、関係経費は引き続

き、計上いたしておりますが、その他

につきましては、事務的経費のみを計

上させていただきました。  

このように、新ごみ処理施設の建設

に 向 け た 関 係 事 業 を 大 幅 に 見 送 っ た

ことなどから、前年度当初予算額と比
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べ、5637 万 3 千円の減額となり、歳入

歳出それぞれ  3 億 9891 万 2 千円を予

算計上させていただきました。  

本定例会に先立ちまして、去る２月

１ ５ 日 に 開 催 さ れ ま し た 全 員 協 議 会

におきまして、事務局長より詳細な説

明をいたしておりますので、本日は主

な 内 容 に つ い て ご 説 明 さ せ て い た だ

きます。  

それでは、予算書の１ページをお開

き願います。第１条で、歳入歳出予算

の総額は、それぞれ 3 億 9891 万 2 千

円と定めるものでございます。  

続きまして、歳入の説明をさせてい

ただきますので、７ページをお開き願

います。第１款  分担金及び負担金、

第１項  分担金、第１目  分担金、第

１節  市町分担金、 452 万 5 千円は、

中山投棄場に係る起債の償還金を、構

成団体にご負担願うもので、平成１９

年度債が終了しましたことから、前年

度に比べ 174 万 3 千円の減額となっ

ております。内訳につきましては、説

明欄の記載のとおりでございます。次

に、第２項  負担金、第１目  負担金、

第１節  市町負担金、3 億 6304 万 7 千

円は、組合の運営管理費を構成団体に

ご負担願うものでございます。内訳に

つきましては、説明欄の記載のとおり

でございます。  

続きまして、８ページをお開き願い

ます。第２款  使用料及び手数料、第

１項  使用料、第１目  衛生使用料で、

第１節  斎場使用料、 2585 万 4 千円

は、紫雲苑での使用料で、前年度実績

を基に積算し、前年度に比べ  5 万 9 千

円 の 増 額 と な っ て お り ま す 。 第 ２ 節 

投棄場使用料、176 万 8 千円は、中山

投棄場の使用料で、前年度より 18 万

4 千円の減額となっております。近年、

搬入物検査を強化しましたことから、

搬入量が減少傾向にございまして、実

績を基に積算しております。  

次に９ページをご覧願います。第３

款  国庫支出金、第１項  国庫補助金、

第 １ 目  衛 生 費 国 庫 補 助 金 で ご ざ い

ます。平成２９年度に引き続きまして、

循環型社会形成推進交付金、54 万円で

ございまして、これは、国の交付金対

象 と な っ て お り ま す 新 ご み 処 理 施 設

整 備 に 係 る 基 本 計 画 策 定 業 務 お よ び

事業手法検討業務において、補助率３

分の１で積算し、予算計上をいたして

おります。  

続 き ま し て １ ０ ペ ー ジ を お 開 き 願

います。第４款  財産収入は、11 万 7

千円で、内訳は説明欄記載のとおりで

ございます。  

次に１１ページをご覧願います。第

５款  繰入金、第１項  基金繰入金、

第 ４ 目  退 職 手 当 基 金 繰 入 金 は 存 目

措置として  1 千円を計上いたしてお

りまして、前年度は、紫雲苑におきま

し て プ ロ パ ー 職 員 の 退 職 予 定 者 が １

名おりましたことから、 1699 万 9 千

円の減額となっております。  

１２ページ、１３ページをお開き願

います。第６款  繰越金、第７款  諸
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収入でございまして、それぞれ記載の

とおりでございます。なお、繰越金に

つ き ま し て は 、 近 年 の 実 績 等 に よ り

150 万円の増額となっております。  

以 上 で 歳 入 予 算 の 説 明 と さ せ て い

ただきます。  

続きまして、歳出をご説明いたしま

すので、１４ページをお開き願います。

第１款  議会費でありますが、組合議

会の運営に係る経費でございまして、

予算額は、34 万 5 千円で、前年度と同

額となっております。  

次に１５ページをご覧願います。第

２款  衛生費、第１項  衛生管理費、

第１目  一般管理費は、組合職員の給

料、賃金等の人件費をはじめ、組合全

般 の 事 務 的 業 務 に 係 る 経 費 で ご ざ い

まして、予算額 1 億 6043 万 3 千円で、

正 規 職 員 の １ 名 増 員 に 伴 う 人 件 費 増

があったものの、職員の定年退職に伴

う 退 職 手 当 が 不 要 と な り ま し た こ と

等によりまして、前年度に比べ、 496

万 2 千円の減額となっております。第

２節  給料は、5912 万 5 千円で、派遣

職員９名、プロパー職員６名分の給料

でありますが、紫雲苑でプロパー職員

１名が退職する一方、建設推進室に派

遣 職 員 １ 名 増 で 計 上 さ せ て い た だ い

ておりますこと、また、紫雲苑および

中山投棄場の場長職につきまして、現

在、再任用の職員を現役職員として積

算したことなどから、470 万 1 千円の

増額となっております。第３節  職員

手当等、5196 万円は、給料と同様の理

由で増額する一方、前年度はプロパー

職員１名の退職手当として 1700 万円

を計上しておりましたことから、前年

度に比べまして 1239 万 3 千円の減額

となっております。  

続 き ま し て １ ６ ペ ー ジ を お 開 き 願

います。第７節  賃金は、1264 万 3 千

円で、 99 万 9 千円の減額となってお

ります。これは、建設推進室派遣職員

の１名増に伴い、同室臨時職員を減ら

し た こ と な ど に よ る も の で ご ざ い ま

す。第１３節  委託料は、351 万 4 千

円で、 21 万 1 千円の減額となってお

ります。内訳は説明欄のとおりでござ

いますが、プロパー職員の構成を踏ま

えまして、プロパー職員を新規に採用

する予定をしておりまして、その試験

問 題 作 成 等 の 業 務 委 託 経 費 を 新 た に

計上しております。一方、新地方公会

計支援委託につきましては、業務量の

減少により減額をしておりまして、委

託料としましては、前年度に比べ減額

となっております。第１８節  備品購

入費、12 万 4 千円は、ネットワーク型

ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 老 朽 化 に

伴いまして、計上をさせていただきま

した  

 続きまして、１７ページをご覧願い

ます。第２目  財政調整基金積立金、

第３目  投棄場重機・施設整備基金積

立金、第４目  斎場施設整備基金積立

金は、各基金の利子を積み立てするも

のでございます。また、第５目  退職

手当基金積立金、309 万 8 千円は、基
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金利子の積み立てと、プロパー職員の

給 料 を 滋 賀 県 市 町 退 職 手 当 組 合 が 定

め て お り ま す 率 で 積 み 立 て す る も の

で、１名の定年退職に伴いまして、前

年度より、 58 万 1 千円の減額となっ

ております。続きまして、第２款  衛

生 費 、 第 ２ 項  保 健 衛 生 費 、 第 １ 目 

斎場管理費は、火葬場、紫雲苑の運営

お よ び 維 持 管 理 に 要 す る 経 費 で ご ざ

いまして、予算額としましては、2915

万 6 千円で、需用費および委託料の増

加等により、前年度に比べまして、全

体で 368 万 1 千円の増額となってお

ります。第１１節  需用費のうち、消

耗品費、111 万 7 千円は、改築後の保

証期間終了に伴い、火葬炉関係の消耗

品が必要となることから、 55 万 5 千

円の増額となっております。  

次に、１８ページに移っていただき

まして、同じく、燃料費、612 万 5 千

円は、火葬用燃料の灯油代、公用車ガ

ソリン代で、前年度より、82 万 1 千円

の増額となっております。これは、燃

料 単 価 の 増 加 お よ び 前 年 度 実 績 を 基

に積算したものでございます。また、

光熱水費、878 万 5 千円は、電気水道

代で、前年度の実績値等を基に積算し、

23 万 4 千円の増額となっております。

第１３節  委託料は、 1219 万 2 千円

で、説明欄に記載しておりますとおり、

電 気 工 作 物 保 安 管 理 委 託 業 務 等 １ ４

件 の 委 託 業 務 に 係 る 経 費 で ご ざ い ま

す。そのうち、臨時火葬委託業務は、

プロパー現業職員の退職に伴い、新た

に計上したもので、また、火葬炉設備

保守管理委託業務等が、改築後の保証

期 間 終 了 に 伴 い 必 要 と な っ た こ と な

どによりまして、199 万 8 千円の増額

となっております。  

続きまして、１９ページをご覧願い

ます。第２款  衛生費、第３項  清掃

費、第１目  投棄場管理費は、中山投

棄 場 の 運 営 お よ び 日 夏 投 棄 場 を 併 せ

た 施 設 の 維 持 管 理 に 要 す る 経 費 で ご

ざいまして、予算額としましては、 1

億 9480 万円で、需用費の修繕料が増

加したため、前年度に比べまして、全

体で 408 万 3 千円の増額となってお

ります。第７節  賃金、548 万 1 千円

は、中山投棄場の搬入物検査員と日直

員の賃金で、最低賃金単価の上昇や稼

働日数等により、前年度に比べまして、

41 万 7 千円の増額となっております。

第 １ １ 節  需 用 費 の う ち 、 修 繕 料 

1994 万 3 千円は、浸出水処理設備等

の 修 繕 や 中 山 投 棄 場 内 の 搬 入 路 の 舗

装修繕で、前年度より、614 万 6 千円

の増額となっております。  

続 き ま し て ２ ０ ペ ー ジ を お 開 き く

だ さ い 。 第 １ ３ 節  委 託 料 は 、 1 億

5381 万 4 千円を計上いたしておりま

す。説明欄に記載しておりますとおり、

中山、日夏両投棄場の浸出水処理施設

の維持管理、投棄場施設内設備の法定

点検と施設管理、法令と公害防止協定

に 基 づ く 水 質 検 査 等 の 業 務 委 託 の ほ

か、一般廃棄物の県外搬出処分に係る

委託業務費等となっております。３０
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年度は、沈砂池清掃委託業務を新たに

計上いたしておりますが、トラックス

ケ ー ル 点 検 整 備 お よ び 代 行 検 査 委 託

業務等が不要となったことなどから、

委託料全体としましては、前年度と比

べまして、 60 万 8 千円の減額となっ

ております。  

続きまして、２１ページに移ってい

ただきまして、第１８節  備品購入費、 

7 万 1 千円は、前年度に比べまして  

150 万 1 千円の減額となっております。

これは、前年度には、トラックスケー

ル デ ー タ 処 理 装 置 や 防 犯 カ メ ラ 等 の

高 額 購 入 が あ っ た こ と に よ る も の で

ございます。第１９節  負担金、補助

及び交付金、289 万 4 千円は、県廃棄

物適正管理協議会負担金と、中継基地

事業に伴う廃棄物の県外搬出により、

受 け 入 れ 先 の 三 重 県 伊 賀 市 に 対 す る

環境保全負担金で、前年度と同額とな

っております。次に、第２目  塵芥焼

却場費は、新ごみ処理施設建設に向け

て 取 り 組 む 事 業 に 要 す る 経 費 で ご ざ

いまして、予算額としましては、 546

万 5 千円で、周辺地域の状況等を鑑み、

さまざまなご意見をいただきながら、

十 分 な 理 解 が 得 ら れ る よ う 慎 重 に 進

めるため、必要最小限の計上とし、前

年度と比べまして、 5684 万 5 千円の

減額となっております。第８節  報償

費、9 万 8 千円と、第９節  旅費のう

ち、費用弁償、1 万 5 千円は、前年度

に引き続き、施設整備基本計画検討委

員会を開催するため計上しており、前

年度に比べまして、開催回数が少なく

なることから、合わせて 32 万 2 千円

の 減 額 と な っ て お り ま す 。 第 １ ３ 節 

委託料、460 万 1 千円につきましては、

周辺地域の状況等を鑑み、さまざまな

ご意見をいただきながら、十分な理解

が得られるよう慎重に進めるため、必

要最小限の計上とし、前年度から継続

して取り組む、契約済みの施設整備基

本計画策定等業務は、基本計画策定業

務、事業手法検討業務、住民説明会開

催支援業務、まちづくり事業プラン作

成支援業務、地権者用地売買交渉資料

作成業務でございまして、その委託料

の み を 計 上 い た し て お り ま す こ と か

ら、前年度と比べまして、5594 万 2 千

円の大幅な減額となっております。  

 次に２３ページをご覧願います。第

３款  公債費につきましては、中山投

棄場に係る起債の償還金で、元金、利

子を合わせまして、452 万 5 千円を計

上いたしております。平成１９年度債

が完済することによりまして、前年度

と比べ 174 万 3 千円の減額となって

おります。  

続きまして、２４ページをお開き願

います。第４款  予備費につきまして、

前年度と同額の 100 万円を計上いた

しております。  

以 上 で 歳 出 予 算 の 説 明 と さ せ て い

ただきます。  

よろしくご審議のほど、お願いいた

します。  

○議長（西川正義君） これより、質
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疑を行います。質疑の発言通告書が２

名の方から提出されておりますので、

順次発言を許します。その順位は、９

番  北 川 元 気 君 、 ２ 番  獅 山 向 洋 君 

とします。なお、一括質疑、一括答弁

ですので、質疑は一括でお願いします。

９番  北川元気君。  

〇９番（北川元気君） 彦根市議会選

出の北川元気でございます。それでは、

議案第２号  平成３０年度（２０１８

年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般

会計予算について、発言通告どおり質

疑をさせていただきたいと思います。

簡単な質問ですので、そしてまた、傍

聴にも来られておりますので、できる

だ け わ か り や す く ご 答 弁 を お 願 い し

たいと思います。それではこの予算の

説明においてですね、当初予算の説明

において新ごみ処理施設について、周

辺地域の状況等を鑑み、さまざまな意

見 を い た だ き な が ら 十 分 な 理 解 が 得

られるよう慎重に進めるため、必要最

低限の計上に留めた、ということで説

明があります。これについてですけれ

ども、簡単に６点ほどお聞かせくださ

い。  

 そ れ で は ま ず 細 項 目 の 一 つ で す け

れども、当初予算において、新ごみ処

理 施 設 関 連 の 経 費 が 必 要 最 小 限 の 予

算計上に留めた、とあるが、具体的に

何を省かれたのか、お答えをいただき

たいと思います。  

 次に、周辺地域の状況に鑑み、とい

うことでありますので、周辺地域の状

況 を 詳 細 に ご 説 明 を 願 い た い と 思 い

ます。特にですね、全員協議会の方で

も 反 対 の 声 が 非 常 に 高 く な っ て き て

いて、ますます厳しい状況だという説

明がありましたけれども、その点を詳

しくご説明いただきたいと思います。 

＜小菅議員入場＞  

 次に、その概要の説明のところでも、

さ ま ざ ま な 意 見 を い た だ き な が ら 十

分 な 理 解 が 得 ら れ る よ う 慎 重 に 進 め

るということでありますが、さまざま

な意見、今も出てきていると思います

けれども、その意見はどのように取り

扱われているのか、お答えください。 

 次に、これだけ反対の声が高まり、

ますます厳しい状況である中、大久保

管理者は全員協議会の場で、管理者会

議 を 開 か れ て な い と い う お 答 え で し

たので、なぜ管理者会議を開いて協議

を さ れ て い な い の か と い う こ と を お

答えいただきたいと思います。  

 次に、さまざまな意見をいただき、

十 分 な 理 解 が 得 ら れ る よ う 慎 重 に 進

める、この慎重に進めるということで

すが、具体的に今後、どのような方法

で進めていかれるのか、お答えを願い

ます。  

 最後にですね、候補地、現在は愛荘

町竹原区となっておりますけれども、

こ の 候 補 地 を 見 直 す お 考 え を 管 理 者

にお伺いしたいと思います。以上です。 

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 建設

推進室長  植田でございます。どうぞ、
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よろしくお願いいたします。ご質問の

うち、まず、私から標題１から５につ

きまして、順にお答えをさせていただ

きます。  

では、最初に標題１、当初予算から

具 体 的 に 省 い た も の に つ い て お 答 え

をいたします。当初予算への計上を検

討 し て お り ま し た 業 務 と い た し ま し

ては、環境影響評価業務、いわゆる環

境アセスメント、地形測量調査業務、

地 歴 調 査 業 務 お よ び 断 層 調 査 業 務 の

４つの委託業務でございます。ちなみ

に 必 要 最 小 限 の 計 上 に 留 め さ せ て い

ただきました、予算額 460 万 1 千円の

委託業務は、平成２９年度予算におき

まして、債務負担をお認めいただき、

平 成 ３ １ 年 度 ま で の 約 ３ 年 間 を 期 間

として、既に契約を結んでおります施

設 整 備 基 本 計 画 策 定 等 業 務 で ご ざ い

まして、契約期間の２年目となります

ことから、いわゆる、義務的経費とし

て計上いたしておりますので、ご理解

賜りますようお願いいたします。  

次に、標題２、周辺地域の状況につ

いてお答えをいたします。これまで計

８ 回 の 住 民 説 明 会 を 開 催 し て ま い り

ましたが、地域住民の方々からいただ

い て い る 主 な ご 意 見 と い た し ま し て

は、環境面での影響について、車両の

通行ルートや安全対策について、断層

等の災害リスクについて、建設工事に

伴う影響について、候補地選定の理由

や経過について、周辺地域に対する補

助 や メ リ ッ ト に つ い て な ど で ご ざ い

ます。また、そもそも竹原区での施設

建設に断固反対というご意見もあり、

全 体 と し て 厳 し い ご 意 見 を 多 く い た

だいている状況でございます。その中

でも、岩倉区、松尾寺区の北および南

の自治会および東出区が、現在、自治

会として建設反対を表明されており、

反 対 看 板 を 設 置 さ れ て い る と こ ろ で

ございます。まず、岩倉区につきまし

ては、昨年、１０月２５日に説明会を

開催いたしました際に、候補地からの

距 離 が 竹 原 区 の 集 落 と 同 程 度 で あ る

にもかかわらず、周辺地域として扱わ

れ て い る と い う こ と に 強 い 反 発 が ご

ざいました。また、１１月２１日付け

で提出をされました、候補地の見直し

を求める、文書におきましては、反対

理由として、①小学校等の施設が近く、

健康被害が心配されること、②収集運

搬 車 両 の 通 行 が 住 民 生 活 に 影 響 す る

こと、③近くに重要文化財があること、

④ 建 設 工 事 に 伴 う 影 響 が あ る こ と の

４点を挙げておられます。さらに、１

２月中旬でございますが、反対看板を

設置され、また、今年１月２７日には、

愛荘町内の全戸に対し、新聞折込によ

り 施 設 建 設 反 対 の チ ラ シ を 配 布 さ れ

ました。現時点におきましては、候補

地の白紙撤回、見直しのみを求められ

ており、組合との具体的な協議等には

応 じ な い と お っ し ゃ ら れ て い る 状 況

でございます。次に、松尾寺区につき

ましては、年末に反対看板が設置され

ました。役員の方々にお話をお伺いい
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たしましたところ、そもそも竹原区が

応募したことを全く知らず、突如、報

道で候補地決定を知った、とのことで

ございまして、事前に周辺地域の同意

を得ていない決定方法に納得できず、

岩倉区と協力をして、候補地の白紙撤

回、見直しを求めていくとのことでご

ざいました。また、東出区につきまし

ては、１月１０日付けで意見・要望書

を提出され、車両の通行ルートや選定

委 員 会 に お け る 評 価 方 法 に つ い て な

ど、多くのご意見をいただきました。

さらに、１月３０日に開催をいたしま

した説明会におきましても、竹原区で

の建設ありきではなく、他の応募地も

並行して検討するように、というご意

見をいただいております。また、説明

会 の 最 後 に は 出 席 者 に よ り 賛 否 の 採

決を採られ、ほぼ全員の方が反対の意

思を示されました。その後、今月に入

り、この東出区におかれましても反対

看 板 を 設 置 さ れ た と こ ろ で ご ざ い ま

す。  

次に標題３、さまざまな意見の取り

扱いについてお答えをいたします。地

域 住 民 の 方 々 等 か ら い た だ い て い る

ご意見やご要望のうち、まず施設建設

に係る具体的な内容につきましては、

可能な限り、現在、検討中の施設整備

基本計画や今後、実施予定の各種調査

等に反映できますよう、順次、具体的

に 検 討 を 行 っ て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。一方、竹原区を選定した理由が

納 得 で き な い と い っ た 候 補 地 選 定 に

関するご意見につきましては、あらた

め て こ れ ま で の 経 緯 や 選 定 委 員 会 で

の評価内容、管理者における選定理由

等を丁寧にご説明し、なんとかご理解

い た だ け る よ う 努 め て い る と こ ろ で

ございます。なお、これまで開催をい

たしました説明会には、全ての回に大

久 保 管 理 者 お よ び 宇 野 副 管 理 者 も 出

席をしており、地域住民の方々のご意

見を直接お聞きしております。また、

他の副管理者につきましても、管理者

会議等の場で報告をし、情報共有を図

っているところでございます。  

次に標題４、管理者はなぜ管理者会

議 を 開 い て 協 議 し な い の か と い う ご

質問にお答えをいたします。昨年６月

末 に 建 設 候 補 地 を 決 定 い た し ま し た

が、それ以降におきましても、管理者

会 議 を 他 の 案 件 も 含 め て 開 催 を し た

分を合わせますと計６回、開催をし、

事 業 の 進 捗 状 況 や 周 辺 地 域 の 状 況 等

の情報共有を図るとともに、今後の方

針 や 進 め 方 等 に つ い て 協 議 を 行 っ て

いるところでございます。最近の開催

では、２月１日に施設整備基本計画検

討 委 員 会 や 周 辺 地 域 の 最 新 状 況 等 の

報告と情報共有を、また２月２３日に

は 定 例 会 に お け る 各 質 疑 等 へ の 対 応

などについて協議を行いました。今後

も、適宜、管理者会議を開催し、情報

共有を図るとともに、事業の進め方等

を協議、確認してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解賜りますようお

願いいたします。  



 

15 

 

次に標題５、具体的に今後、どのよ

う な 方 法 で 進 め て い く の か に つ い て

お答えをいたします。現在、施設整備

基 本 計 画 の 策 定 に 取 り 組 ん で い る と

ころでございますが、この理由といた

しましては、竹原区を建設候補地とし

た 施 設 整 備 の 基 本 的 な 計 画 内 容 を 検

討し、住民の方々や議員の皆様等にお

示しをすることにより、具体的に施設

建 設 に 関 す る ご 要 望 や 不 安 な 点 等 の

ご 意 見 を い た だ く こ と が で き る と 考

えているものでございまして、そのご

意見を踏まえ、今後、各種調査や設計

等 を 進 め て ま い り た い と 考 え て お り

ます。計画案の作成途中でございます

現段階におきましても、住民説明会等

の場において、地域住民の方々に素案

をお示しし、ご意見をお伺いしている

ところでございますが、来年度におき

ましても引き続き、ご意見等をお伺い

し な が ら 計 画 案 の 作 成 を 行 っ て ま い

りますとともに、最終的には、議員の

皆 様 や パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 等 の ご 意

見も踏まえ、施設整備基本計画として

策 定 し て ま い り た い と 考 え て お り ま

す。その上で、環境アセスメント等の

各種調査に入り、竹原区での建設が可

能 で あ る か を 確 認 い た し ま す と と も

に、住民の方々等がご不安に感じてお

られる点に対して、具体的に調査結果

や対策等をお示ししながら、丁寧にご

理 解 を 賜 っ て ま い り た い と 考 え て お

ります。なお、先ほど申しましたとお

り、そもそも竹原区を選定した理由が

納 得 で き な い 等 の ご 意 見 も い た だ い

ているところでございますが、これら

のご意見に対しましては、あらためて

こ れ ま で の 経 緯 や 選 定 委 員 会 で の 評

価内容、管理者における選定理由等を

丁寧にご説明をし、何とかご理解いた

だけるよう、粘り強く努めてまいりた

いと考えております。  

〇議長（西川正義君）  管理者。 

〇管理者（大久保貴君） 北川議員の

ご質問のうち、標題６の候補地の見直

し に つ い て の お 考 え は と い う お 問 い

合わせにお答え申し上げます。建設候

補 地 を 愛 荘 町 竹 原 区 に 決 定 し た 経 緯

や理由につきましては、これまでも丁

寧 に ご 説 明 さ せ て い た だ い て い る と

ころでございますが、一部の周辺地域

等から候補地の白紙撤回、見直しを求

め る ご 意 見 を い た だ い て お り ま す こ

とは、私どもとして大変重く受け止め

てはおります。しかしながら、一方で、

ど の 応 募 地 に 決 定 を し た 場 合 に お い

ても、反対意見というものは想定をさ

れるわけでございまして、現時点にお

きましては、候補地の見直しというこ

とではなくて、候補地を決定した行政

の責任として、丁寧に選定理由等をご

説明させていただくとともに、地域住

民 の 皆 様 の ご 意 見 等 を 十 分 に お 伺 い

をしながら、粘り強く取り組んでいか

なければならないと考えております。

その上で、施設建設に係る各種調査を

行って、具体的に調査結果や対策等を

お示しすることにより、地域住民のご
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不安等を解消して、ご理解をいただけ

る よ う 最 善 の 努 力 を 傾 け て ま い り た

いと考えております。  

〇議長（西川正義君） 再質疑はあり

ますか。  

〇９番（北川元気君）  結構です。 

〇議長（西川正義君） それでは続き

まして、２番  獅山向洋君。  

〇２番（獅山向洋君） それでは平成

３０年度一般会計予算について、質疑

を行います。  

 まず、一般会計予算説明書の２１ペ

ー ジ の 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理

施設整備基本計画等策定業務、460 万

1 千円について、より具体的な業務内

容 お よ び そ の 金 額 を 明 ら か に し て い

ただきたいと思います。  

 また、この業務内容のうち、建設候

補 地 を 愛 荘 町 竹 原 区 と 想 定 し た 業 務

と そ の 金 額 お よ び そ の 合 計 金 額 を 明

らかにしていただきたいと思います。

以上です。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） では、

要旨①、一般会計予算説明書、２１ペ

ー ジ の 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理

施設整備基本計画策定等業務、460 万

1 千円の具体的な業務内容および金額

についてお答えをいたします。この業

務は、平成２９年度から平成３１年度

の約３年間を契約期間とし、平成２９

年 ６ 月 ２ ２ 日 に パ シ フ ィ ッ ク コ ン サ

ルタンツ株式会社  滋賀事務所と契約

をしており、平成３０年度は契約期間

の２年目となります。平成３０年度の

業務内容といたしましては、具体的に

は 五 つ の 業 務 を 行 っ て い た だ き ま す

が、そのうち四つの業務は今年度から

の継続業務でございます。まず、新ご

み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 の 作 成 支 援

を 行 い ま す 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み

処理施設整備基本計画策定業務、次に

地 元 お よ び 周 辺 地 域 の 住 民 の 方 々 に

対 し て 行 う 説 明 会 の 開 催 支 援 を 行 い

ます住民説明会開催支援業務、三つ目

に 地 元 地 域 の 活 性 化 が 図 ら れ る こ と

を 目 的 に 実 施 を い た し ま す 地 域 振 興

策 に つ い て そ の 具 体 的 な 事 業 計 画 の

作 成 支 援 を 行 う ま ち づ く り 事 業 プ ラ

ン作成支援業務、四つ目に用地売買交

渉 に 関 す る 資 料 作 成 を 行 う 地 権 者 用

地 売 買 交 渉 資 料 作 成 業 務 の ４ 業 務 で

ございます。この４業務に加えまして、

平成３０年度におきましては、事業手

法検討業務を予定しており、当該業務

では、施設の建設、運転および管理に

つきまして、効果的、効率的かつ経済

的な行政運営を図るため、定性的、定

量 的 に 公 共 施 設 等 の 整 備 等 に 用 い ら

れる事業手法を調査、比較し、当圏域

の 新 ご み 処 理 施 設 に 最 適 な 手 法 を 検

討することとしております。金額の内

訳といたしましては、彦根愛知犬上地

域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 策 定

業務としまして 22 万 8000 円、住民説

明会開催支援業務として 136 万 7351

円、まちづくり事業プラン作成支援業

務として 113 万 8776 円、地権者用地
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売 買 交 渉 資 料 作 成 業 務 と し て 46 万

9813 円、事業手法検討業務として 139

万 6860 円でございまして、合計 460

万 800 円でございます。なお、これら

の業務は、平成２９年度予算におきま

して債務負担をお認めいただき、既に

契約を結んでおりますことから、いわ

ゆ る 義 務 的 経 費 と し て 計 上 い た し て

おりますので、ご理解をお願いいたし

ます。  

次に要旨②、前項の業務内容のうち、

建 設 候 補 地 を 愛 荘 町 竹 原 区 と 想 定 し

た 業 務 の 金 額 お よ び そ の 合 計 金 額 に

ついてお答えをいたします。まず、建

設 候 補 地 を 愛 荘 町 竹 原 区 と 想 定 を い

たしました業務としましては、住民説

明会開催支援業務、まちづくり事業プ

ラン作成支援業務、地権者用地売買交

渉資料作成業務でございます。また、

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整

備基本計画策定業務につきましても、

建 設 候 補 地 を 愛 荘 町 竹 原 区 と 想 定 を

した内容が一部含まれております。各

業務の金額につきましては、先ほどお

答 え を い た し ま し た と お り で ご ざ い

ますが、その合計金額は、彦根愛知犬

上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画

策定業務を含めますと、合計 320 万

3940 円でございます。  

〇議長（西川正義君） 獅山議員、再

質疑はありますか。  

〇２番（獅山向洋君）  ありません。 

〇議長（西川正義君） 以上で、事前

に 通 告 の あ っ た 質 疑 が 終 了 し ま し た

ので、議案第２号に対する質疑を終結

いたします。  

〇１６番（安澤勝君）  議長、動議。 

〇議長（西川正義君） 安澤君、議長

の方までお願いします。  

〇議長（西川正義君） ただいま、１

６ 番  安 澤 勝 君 か ら 議 案 第 ２ 号 に 対

する修正の動議が提出されました。こ

の 動 議 は 所 定 の 賛 成 者 が あ り ま す の

で、成立をいたしました。暫時休憩い

たします。  

 

〔午後 3 時 00 分休憩〕  

 

〔午後 3 時 15 分再開〕  

 

〇議長（西川正義君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。ここで、議案第

２号に対する修正案について、提出者

の説明を求めます。１６番  安澤君。 

〇１６番（安澤勝君） それでは議長

にお許しをいただきましたので、ただ

いま、出させていただきました修正動

議につきまして、ご説明をさせていた

だきたいと思います。今ほども二人の

議 員 の 方 か ら 質 疑 が 出 て お り ま し た

とおり、一般会計予算書の２１ページ

に ご ざ い ま す 塵 芥 焼 却 場 費 の 部 分 の

１３番の委託費で 460 万 1 千円が計

上されております。これにつきまして

は、横に説明が書いてありますとおり、

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 の 新 ご み 処 理

施 設 の 整 備 基 本 計 画 策 定 業 務 と い う

ことで、今、獅山議員の方から詳細説
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明を求めるということで、それぞれ五

つのメニューがございました。その中

でもですね、地権者用地売買交渉資料

作 成 業 務 と い う よ う な 項 目 も ご ざ い

ました。こうしたことはですね、現状、

竹 原 あ り き だ と い う よ う な こ と で は

な い か な と い う ふ う に 考 え た 次 第 で

ございます。前回、全員協議会で配布

されました資料の中にもですね、地元

説 明 の と こ ろ を 皆 さ ん も ご 一 読 い た

だいているかなと思いますけれども、

やはり、近隣の住民の皆さんは、地元

の説明会ですらですね、これは完全な

竹原ありきじゃないかと、周辺住民の

声 を 全 く 反 映 し て な い ん じ ゃ な い か

と、我々は断固反対しているんだとい

う よ う な 意 思 表 示 を さ れ て い る に も

かかわらず、こうした 460 万 1 千円と

いうものをですね、竹原を建設候補地

であるかのようにですね、進めている

執 行 部 の こ の 予 算 計 上 に 対 し て 反 対

するものでございます。やはり、申し

上げましたとおり、近隣の住民の皆さ

ん の 意 識 と い う も の を 、 し っ か り と

我々議員としては受け止めてですね、

そういった部分を議会の中で、皆さん

とともに議論をして、修正をしたいと

思いますので、ご賛同いただける皆様

には、どうかよろしくお願いしたいと

思います。以上です。  

〇議長（西川正義君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午後 3 時 18 分休憩〕  

 

〔午後 3 時 31 分再開〕  

 

〇議長（西川正義君） それでは、休

憩前に引き続き、会議を開きます。こ

れ よ り 修 正 案 に 対 す る 質 疑 に 入 り ま

すが、質疑の通告書は出ておりません。

質疑なしと認め、質疑を終結いたしま

す。  

〇議長（西川正義君） これより討論

に入ります。討論の通告書が３名の方

から提出されておりますので、順次、

発言を許します。その順序は、１７番 

河村善一君、１０番  安藤博君、６番 

西澤伸明君の順といたします。それで

は、順次、発言をお願いいたします。

１７番  河村善一君。  

〇１７番（河村善一君） 河村善一で

す。反対討論を行います。私は何点か

について述べておきたいと思います。

そこの中で、ご理解賜りたいと思いま

す。今回、候補地の選定に僕は問題が

あったのか、まず疑問を投げかけたい

と思います。候補地としての選定を手

上げ方式で求められ、竹原が手を上げ

られて、あるいは竹原以外の地区が手

を上げられて、選ばれてきたことにつ

いては、何も問題ないし、そこに責任

が あ る わ け で は な い と 僕 は 思 っ て い

るわけです。ただ、周辺地域について

は、理解を得ていかなければならなか

ったけれども、竹原そのものが周辺地

区 に そ う い う と こ ろ に 言 う 機 会 が あ

ったのかどうか。選考の手順の問題が
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一つ、誤算があったのかどうかなとい

う思いはあるわけです。これから、当

然、心配することは、竹原がやり玉に

挙がっているわけですけれども、ごみ

処 理 施 設 は 造 っ て い か な け れ ば な ら

ない。そういう意味においては、僕と

してはですね、いがみ合いというのは

一番、愛荘の人間ですし、愛荘の立場

で、竹原と周辺がいがみ合うことその

ものを望んでいるわけじゃないので、

理 解 あ る 部 分 の も の は 考 え て い か な

ければならないなと。ただ、僕自身は、

ごみ処理そのものは、今回、業務とし

ては、最低限の業務遂行はしようとい

うことで、候補地なんでそこを場所と

して決められていないので、最低限の

業務を進めないと、この業務全体が完

全凍結してしまって、３９年、そのも

の が で き な い の で は な い か と い う 心

配をするわけです。だから、その意味

においてはですね、僕は、この業務の

最低限の必要性はあるのではないか。

もう一つの心配は、今回の修正を認め

た場合、契約違反になる部分が出てく

るのではないかという心配が、この２

点を僕自身は心配するわけです。そう

いう意味においては、今、現在、進め

られることについては、執行部の方で、

先ほどから言われている、配慮された

形 で の 業 務 を し よ う と さ れ て い る わ

けですから、最低限の業務だけは進め

て い く べ き で は な い の か と い う 立 場

から、反対討論をさせていただきます。

以上です。  

〇議長（西川正義君） １０番  安藤 

博君。  

〇１０番（安藤博君） 彦根の安藤で

ございます。私は、平成３０年度（２

０１８年度）一般会計予算書修正案に

対しまして、賛成の立場で討論させて

いただきます。まず、ごみ焼却場の設

置というものについては、当然、１市

４町でやりましょうということで、議

会で議論しその方向で進んでいると、

こ の こ と に 対 し 否 定 す る も の は 何 ら

ありません。ただ、昨年の６月に突然、

竹原区という、管理者の決定をしたと、

候 補 地 と い う よ う な 決 定 を さ れ た と

いうことで、そこから種々、全員協議

会等々で、ご説明もいただきましたが、

このプロセスの中で、いわゆる管理者

のお言葉を借りるんであれば、管理者

会では結局、まとまらなかったと。そ

れ ぞ れ 副 管 理 者 等 々 の ご 意 見 も 頂 戴

したが、まとまらなかった。結果、大

久 保 管 理 者 の 方 に 一 任 を す る と い う

ような形で熟慮をされ、最終、第７回

でしたかね。第７回の管理者会で大久

保 管 理 者 が 竹 原 区 に 決 定 を し た と い

うことをお聞かせいただきました。そ

のプロセスの中で、いわゆる選定委員

会のことをおっしゃっておりました。

選定委員会の決定を尊重して、竹原区

の 方 に 決 定 を し た ん だ と い う ふ う な

お話でございましたが、そこの中で、

全員協議会の中でも、それぞれの議員

さんがご質問なさったと思いますが、

じゃあ、なぜ１位であったところじゃ
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なく、２位の竹原に持っていったんだ

というようなご質問に対しても、１位

の と こ ろ に は 事 前 に 反 対 運 動 が あ っ

たと、軟弱地盤であったと、そんな理

由を述べておられましたけれども、本

来、そういうところが、私自身含めて、

こ の 大 久 保 管 理 者 の ご 説 明 で ス ト ン

と 理 解 で き な か っ た と い う よ う な と

ころからいきますと、今、現在、周辺

地 域 の 方 々 に ど ん な 説 明 を さ れ て い

るかわかりませんが、想像する話でい

きますと、なぜ竹原の方にお決めにな

ったというところの理解が、なかなか

住 民 の 皆 さ ん の 方 に 伝 わ っ て い な い

と い う ふ う な こ と を 側 聞 い た し て お

ります。私たち身近にお聞かせいただ

いて、半年以上かけてお聞かせいただ

いても、まだそのことに対して理解が

で き て な い と い う よ う な と こ ろ か ら

いたしますと、至極、当然のことかな

というふうに思います。そういうこと

からすると、今の執行部に対しまして

の、いわゆる決定のプロセスに対して

は、いささか問題があったのではない

か な と い う ふ う に 感 じ て い る と こ ろ

であります。その中で、先ほど北川議

員、それから獅山議員の方から質疑が

なされました。その中で、獅山議員の

方の２番目の業務内容のうち、建設候

補地を愛荘町竹原区と想定した業務、

そ の 金 額 お よ び そ の 合 計 金 額 を 明 ら

かにされたいということで、明らかに

な り ま し た 。 ７ 項 目 に つ き ま し て 、

縷々、ご紹介をいただきましたが、そ

の中で、竹原区を前提とした、いわゆ

る 策 定 業 務 そ の も の が 中 に は 入 っ て

ございます。そこにつきましては、債

務負担行為ではありますけれども、一

旦、立ち止まっていただいて、もう一

度、整理をしていただいて、それから

新たに歩み出していただく。そんなこ

とを考えると、この修正案に賛成する

立場であります。契約の部分につきま

しては、彦根のような契約違反はない

と思いますけれども、少なくとも前に

向かって進めていくんであれば、一旦、

立 ち 止 ま る と い う よ う な こ と も 含 め

て、修正案というものを出させていた

だいているということであります。当

然、執行部側といたしましては、再議

に か け て 持 っ て い か れ る と 思 い ま す

んで、その点については、執行部がご

判断することでございますので、この

修 正 案 に 対 し て の 意 味 合 い と い う も

のは、そんな形で私は受け止めさせて

いただいて、この修正案に対して賛成

の 立 場 で の 討 論 と さ せ て い た だ き ま

す。以上です。  

○議長（西川正義君） ６番  西澤伸

明君。  

〇６番（西澤伸明君） 私は、愛荘町

竹原区に絞り込まれた、選定をされた

経過から見ても、大変不明瞭であり、

不透明であったことが、だんだんと次

第に明らかになったわけです。その第

１は、一般質問でも取り上げますが、

非 公 開 で 候 補 地 が 名 乗 り を 上 げ た こ

とについて、非公開で進めたこと。そ
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れ は 一 つ に 絞 ら れ て 公 表 せ ざ る を 得

ない、つまり公表する段階で、爆発す

る と い う こ と で 指 摘 を さ せ て い た だ

きました。そのことが如実に明らかに

なったわけです。そして、管理者、そ

れから当局、事務局などの答弁を聞い

てますと、全く居直りとして聞こえて

まいります。それは、北川元気議員や

それから獅山議員の質問にもですね、

真摯なようでありますが、どういうよ

うにして説得するのか、つまり、施設

の 安 全 性 や そ れ か ら 選 定 を さ れ た 理

由、ランニングコスト等々の点でも、

正 面 か ら き ち っ と 説 明 し て い る ん か

どうかについても、大変疑問に思いま

す。この際、私は、当局の竹原ありき

に関係する一切の業務や予算ですね、

これを白紙に戻すことは、新ごみ処理

施設建設を進める上でも、また、行政

と議会の信頼を回復する上でも、一旦、

き れ い に 白 紙 に 戻 す べ き だ と 考 え ま

す。義務的経費との説明であり、契約

議 決 も さ れ て い る 案 件 だ と い う こ と

でありますが、一時、保留ないしは契

約変更の協議を申し出る。こういうこ

と も 当 局 と し て 決 断 す べ き と こ ろ に

来ているというように思います。そし

てこの採決のあと、当局による再議の

申 出 の 可 能 性 が あ る と 予 想 さ れ ま す

が、その際、特別議決、つまり３分の

２の賛成が必要となります。そういう

点でも、地域の方々の信頼を回復する

上でも、この議案、しっかりと検討し

て賛同いただきたいというふうに、私

は思っています。以上です。  

○議長（西川正義君） 以上で通告人

による討論は終わりました。他に討論

はございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（西川正義君） なしと認めま

す。討論を終結いたします。  

これより採決を行います。ただいま

議 題 と な っ て お り ま す 議 案 第 ２ 号 

平成３０年度（２０１８年度）彦根愛

知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 予 算 に

対する安澤勝君、他５名から提出され

た修正案について採決をいたします。

お諮りいたします。本修正案に賛成の

諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

ご着席願います。起立多数でありま

す。よって議案第２号  平成３０年度

（２０１８年度）彦根愛知犬上広域行

政 組 合 一 般 会 計 予 算 に 対 す る 修 正 案

は可決されました。  

○議長（西川正義君） 次に、ただい

ま 修 正 議 決 し た 部 分 を 除 く 原 案 に つ

いて、採決いたします。お諮りします。

議案第２号  平成３０年度（２０１８

年度）彦根愛知犬上広域行政組合一般

会 計 予 算 の 修 正 部 分 を 除 く そ の 他 の

部分については、原案のとおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕  

ご着席ください。起立多数でありま

す。よって修正議決した部分を除くそ

の他の部分は、原案のとおり可決され

ました。  
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日程第５  一般質問  

○議長（西川正義君） 次に、日程第

５、定例会でありますので、当組合所

管事項に対する一般質問を行います。

一 般 質 問 の 発 言 通 告 書 が ４ 名 の 方 か

ら提出されておりますので、順次、発

言を許します。その順位は、２番  獅

山向洋君、５番  山内善男君、１６番  

安澤勝君、６番  西澤伸明君といたし

ます。なお、一括質問、一括答弁です

ので、質問者は一括で質問していただ

きたいと思います。２番  獅山向洋君。 

〇２番（獅山向洋君） それでは一般

質問をいたします。  

 まず、標題１ですが、新ごみ処理施

設建設候補地・愛荘町竹原区に対する

反対運動について質問いたします。こ

れ も 既 に 北 川 議 員 の 方 か ら 質 疑 と し

て さ れ た 部 分 と 重 な る か も し れ ま せ

んが、重なる場合は簡潔にご答弁願い

たいと思います。  

① 竹 原 区 お よ び そ の 周 辺 地 域 に お

け る 反 対 運 動 の 現 状 に つ い て 説 明 し

ていただきたい。  

 ② 反 対 す る 主 た る 理 由 が ど こ に あ

ると認識しているのか、管理者として

の現状認識を伺いたい。  

 ③ そ の 主 た る 反 対 理 由 に ど の よ う

に対応しようとしているのか、管理者

としての解決策を述べられたい。ここ

でコメントしておきますが、丁寧にと

かですね、粘り強くというのはこれは

解決策ではありません。やっぱりしっ

かりとですね、反対理由にどのように

対応していくのか、それをきちっと述

べていただきたいと思います。  

 ④この事業につきましては、時間的

な制約がございます。こういう場合で

すね、通常、やはりターニングポイン

トと言いますか、細かく言いますと、

現候補地を断念して、他の候補地の検

討に入る、こういうふうにお考えいた

だきたいと思います。通常、こういう

タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト と い う も の を 想

定しておくものでございます。そうい

う意味でですね、まず、時間的なター

ニングポイント、いつまでに建設する

というようなね、そういう時間的な制

約があるわけですから。時間的なター

ニングポイントとしてはいつか。それ

から条件的なターニングポイント、ど

の よ う な 反 対 内 容 で そ れ を ど う し て

も成就できないというようなですね、

そ う い う タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト を ど の

ように想定しているのか、具体的に答

弁していただきたいと思います。  

 次、標題２ですが、施設整備基本計

画について質問します。  

新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 検 討

委員会は、最終的に施設整備基本計画

を策定するようでございます。管理者

としてはですね、ただこの委員会任せ

ではなくてですね、このような重要な

計 画 策 定 案 に つ き ま し て は 議 会 に 提

案して承認を得るべきではないか。そ

う思うんですが、管理者の考えをお尋

ねしておきたいと思います。  
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標題３、土木・建築工事、プラント

設備工事について質問します。  

土木・建設工事、プラント設備工事

の業者決定は、どのような方法で行う

予定でしょうか。現時点における考え

方 を 明 ら か に し て お い て い た だ き た

いと思います。以上です。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 失礼

いたします。まず、標題１につきまし

て、先に現状のご説明等をさせていた

だくため、要旨①および要旨②につき

ま し て 私 か ら お 答 え を さ せ て い た だ

きます。また、標題２および標題３に

つきましては、後ほどお答えをさせて

いただきたいと存じます。  

では最初に標題１の要旨①、竹原区

お よ び そ の 周 辺 地 域 に お け る 反 対 運

動 の 現 状 に つ い て お 答 え を い た し ま

す。まず、竹原区におきましては、自

治 会 と し て ご 応 募 い た だ い た 地 元 区

であるため、反対運動が行われている

ことはございませんが、住民説明会に

おきましては、車両の通行ルートや環

境 へ の 影 響 な ど 不 安 に 感 じ る 点 に つ

いて、具体的にご意見をいただいてい

るところでございます。また、周辺地

域につきましては、先ほど北川議員か

ら の 議 案 質 疑 で お 答 え を い た し ま し

たとおり、自治会といたしましては、

岩倉区、松尾寺区および東出区から反

対 の 意 思 が 表 明 を さ れ て い る と こ ろ

でございます。まず、岩倉区につきま

しては、説明会を開催した際に、候補

地 か ら の 距 離 が 竹 原 区 の 集 落 と 同 程

度であるにもかかわらず、周辺地域と

し て 扱 わ れ て い る と い う こ と に 強 い

反発がございました。また、候補地見

直しを求める、文書では、反対理由と

して、小学校等の施設が近く健康被害

が心配されること、収集運搬車両の通

行が住民生活に影響すること、近くに

重要文化財があること、建設工事に伴

う 影 響 が あ る こ と を 挙 げ ら れ て お ら

れます。さらに、１２月中旬には反対

看板を設置され、また今年に入り、愛

荘町内の全戸に対し、新聞折込により

施 設 建 設 反 対 の チ ラ シ を 配 布 さ れ て

おられます。現時点におきましては、

候補地の白紙撤回、見直しのみを求め

られており、組合との具体的な協議等

に は 応 じ な い と お っ し ゃ ら れ て い る

状況でございます。次に、松尾寺区で

ございますが、年末に反対看板が設置

をされましたので、役員の方々にお話

をお伺いしましたところ、事前に周辺

地 域 の 同 意 を 得 て い な い 決 定 方 法 に

納得できず、岩倉区と協力して、候補

地の白紙撤回、見直しを求めていくと

のことでございました。また、東出区

につきましては、意見・要望書を提出

され、車両の通行ルートや選定委員会

における評価方法など、多くのご意見

をいただきました。さらに、説明会に

おきましても、竹原区での建設ありき

ではなく、他の応募地も並行して検討

す る よ う に と い う ご 意 見 が ご ざ い ま

した。また、説明会の最後には出席者
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により賛否の採決を採られ、ほぼ全員

の方が反対の意思を示されました。そ

の後、今月に入り、反対看板を設置さ

れたところでございます。  

 次の標題１の要旨②、反対する主な

理 由 が ど こ に あ る と 認 識 を し て い る

のか、管理者としての現状認識を伺い

た い と い う ご 質 問 に お 答 え を い た し

ます。反対をされる主な理由といたし

ましては、これまで開催をいたしまし

た 住 民 説 明 会 の 席 上 や 各 自 治 会 等 と

も個別に対応させていただく中で、聞

か せ て い た だ い た ご 意 見 等 を 総 合 的

に勘案をいたしますと、ごみ処理施設

が 近 隣 に 建 設 さ れ る こ と 自 体 に 反 対

というもの、また建設候補地の選定理

由 や 公 表 の 仕 方 を 含 め た 経 過 に 納 得

できないというもの、ごみ処理施設か

らの騒音・振動・悪臭や有害物質が排

出されるのでないかとの懸念、そして

ご み 処 理 施 設 の 建 設 に 伴 い 交 通 量 が

増 加 す る こ と に よ る 安 全 面 へ の 不 安

などであると認識をしております。  

〇議長（西川正義君）  管理者。 

〇管理者（大久保貴君） 獅山議員の

お尋ねのうち、私からは標題１の要旨

③ お よ び ④ に つ い て お 答 え を 申 し 上

げます。  

 まず、要旨③、その主たる反対理由

に ど の よ う に 対 応 し よ う と し て い る

のか、私の解決策を述べろというご質

問でございますが、ごみ処理施設が近

隣 に 建 設 さ れ る こ と 自 体 に 反 対 を さ

れていることにつきましては、今後も

説明会等を実施いたしまして、ごみ処

理施設は我々、住民生活を営む上で無

く て は な ら な い 施 設 で ご ざ い ま す こ

とや、地域の活性化につながり得る施

設 で あ る と い う こ と を ご 理 解 い た だ

きながら、お寄せいただいた不安や疑

問点等に対しまして、丁寧に説明を繰

り返してまいりたいと。そして、でき

る だ け 思 い を 汲 み 取 っ て い け る よ う

に 努 力 を し て い き た い と 思 っ て お り

ます。次に、建設候補地の選定理由や

公 表 の 仕 方 を 含 め た 経 緯 に 納 得 で き

ないということにつきましては、これ

ま で も 経 緯 や 選 定 委 員 会 で の 評 価 内

容、管理者における選定理由等を私と

しましては、丁寧に踏み込んで説明を

さ せ て い た だ い て い る と 思 っ て お り

ますが、こうしたことをさらに続けて

い く こ と が 重 要 だ と い う ふ う に 思 っ

ております。また、ごみ処理施設から

の騒音・振動・悪臭や有害物質が排出

さ れ る の で な い か と い う 懸 念 に つ き

ましては、最新のごみ処理施設をご視

察いただくなり、見学をいただくこと

によって、建設をしようとしておりま

す施設がいかに安心・安全な施設であ

る か と い う こ と を 五 感 で 感 じ と っ て

いただく、理解をしていただくという

ことが重要だと思っておりますが、有

害物質等の排出基準につきましても、

国 の 基 準 よ り も さ ら に 厳 し い 自 主 基

準 値 を 設 け て い く と い う こ と を お 示

ししておりまして、皆様の不安の払拭

をしてまいりたいと考えております。
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さらに、ごみ処理施設の建設に伴って、

交 通 量 が 増 加 す る と い う こ と に つ い

て、安全面からの不安というものがあ

るということでありますが、これまで

もそうでございますが、周辺地域の皆

様 方 の ご 意 見 を で き る だ け 取 り 入 れ

て、より効果的な搬入・搬出道路の新

設などを図ることで、既設道路への交

通 負 担 が 過 度 に 掛 か ら な い よ う 配 慮

を し て ま い り た い と い う ふ う に 考 え

ております。いずれにいたしましても、

丁寧に、粘り強くということは適切で

はないというご指摘ではありますが、

お 尋 ね の 地 域 の 方 々 の 思 い に 対 し て

ですね、丁寧に的確にお答えをし、ご

意見を汲み取りながらですね、やり取

りを重ねて、積み上げていくしか方法

が な い と い う ふ う に 考 え て お り ま す

ので、ご理解のほど、お願い申し上げ

たいと思います。  

次に要旨④、時間的なターニングポ

イ ン ト お よ び 条 件 的 な タ ー ニ ン グ ポ

イ ン ト を ど の よ う に 想 定 し て い る の

かというお尋ねでございます。現時点

におきまして、議員にご指摘をいただ

い て お り ま す よ う な 現 在 の 候 補 地 を

断念し、他の候補地を検討するための

具 体 的 な タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト と い う

ものは想定をしてございませんで、事

業 を 進 め る 中 で 生 じ て く る 課 題 に つ

きましては、施設配置上の工夫やご理

解 を い た だ く た め の 説 明 を 今 後 も 続

け て ま い り た い と い う ふ う に 考 え て

おります。しかしながら、新たなごみ

処 理 施 設 建 設 は 当 組 合 圏 域 の 喫 緊 の

課題でございます。時間的な制約があ

る 事 業 で あ る こ と は 十 分 認 識 を し て

ございますことから、例えば今後、予

定 を し て お り ま す 活 断 層 の 調 査 結 果

によって、施設配置が困難だというよ

う な こ と が 判 明 す る な ど 施 設 建 設 が

実現できないと具体的にですね、判明

をした場合や、搬入出ルートを新設す

る場合の用地買収に際しまして、相続

等で地権者との交渉が長引いて、想定

し て い る 時 期 ま で の 用 地 取 得 が 見 込

めないようになるなど、著しく事業の

進 捗 が 停 滞 せ ざ る を 得 な い 状 況 が 生

まれた場合には、他の候補地を選定す

ることも視野に入れて、検討していか

な け れ ば な ら な い も の と い う ふ う に

考えております。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 再度、

私 の 方 か ら 標 題 ２ お よ び 標 題 ３ に つ

き ま し て お 答 え を さ せ て い た だ き ま

す。  

 では、標題２、施設整備基本計画案

の よ う に 重 要 な 計 画 策 定 案 に つ い て

は、議会に提案し、承認を得るべきで

あ る と い う ご 質 問 に お 答 え を い た し

ます。まず、現在、設置をしておりま

す 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設

整備基本計画検討委員会は、施設整備

基 本 計 画 案 の 作 成 に 関 す る 事 項 等 を

検討し、管理者に提言することを所掌

事務としておりますので、同計画は組

合 と し て 策 定 を す る も の で ご ざ い ま
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す。なお、計画の策定に当たりまして

は、議決事項として提案することまで

は予定しておりませんが、委員会から

の提言に加え、地域住民や議員の皆様

か ら の ご 意 見 や パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト

等を踏まえて、作成してまいりたいと

考えておりますので、ご理解賜ります

ようお願いをいたします。  

次に標題３、土木・建築工事、プラ

ント設備工事の業者決定は、どのよう

な 方 法 で 行 う 予 定 か に つ い て お 答 え

をいたします。当初、考えておりまし

た 業 者 決 定 ま で の ス ケ ジ ュ ー ル と い

たしましては、来年度、事業方式の検

討を行うことを予定しており、施設の

整備および運営について、従来の公設

公 営 方 式 や 民 間 事 業 者 へ の 長 期 包 括

的運営管理委託に加え、公設民営のＤ

ＢＯ方式、民設民営のＰＦＩ方式など、

各事業方式を比較検討し、最も適した

事 業 方 式 を 決 定 し て い き た い と い う

ふうに考えております。また、工事の

発注に関することといたしまして、ご

み処理施設の工事が、高度で複雑な技

術を有するプラント設備と、それに伴

う土木、建築などの集合体であり、各

社 独 自 の ノ ウ ハ ウ の 詰 ま っ た も の で

あるため、地方自治体が独自に詳細な

設 計 を 行 う こ と は 困 難 で あ り ま す こ

とから、一般的な公共工事とは異なり、

通常、施設整備の実施設計と建設工事

を 合 わ せ て 契 約 す る 性 能 発 注 方 式 が

採 用 さ れ て い る と 聞 き 及 ん で お り ま

す。さらに、建設工事におきましては、

施 設 一 体 と し て の 性 能 発 注 を 行 な う

ため、一般的な公共工事のように工種

毎 に 分 割 し て 発 注 す る 方 式 が 採 用 さ

れることは稀であり、全ての工種を単

独 の 業 者 に 一 括 で 発 注 を す る 一 括 発

注方式が通常、採用されていると聞き

及んでおります。このようなことから、

他自治体の事例を見ますと、業者の選

定 は 金 額 の み に よ る 競 争 入 札 で は な

く、技術力の評価も含めた総合評価落

札方式、または公募型プロポーザル方

式 を 採 用 す る 事 例 が 多 い 状 況 で ご ざ

いますが、そのような工事の特性等も

踏まえまして、今後、入札方法の決定

や 入 札 参 加 者 か ら の 技 術 提 案 書 を 審

査 す る た め の 事 業 者 選 定 委 員 会 を 設

置し、具体的に検討してまいりたいと

考えているところでございます。  

〇議長（西川正義君） 獅山議員、再

質問はございますか。獅山議員。  

〇２番（獅山向洋君） ターニングポ

イントについて、管理者の方から説明

がありましたけれども、一応、条件的

な タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト に つ い て は ２

つほど挙げられたんで、これはそうい

う ふ う に お 聞 き し て お き た い と 思 い

ます。ただ、時間的な制約ですね、こ

れはね、いくら丁寧に粘り強くやった

ところでですね、５年も１０年もかか

っては、これはこの事業そのものが進

まなくなってしまうわけです。時間的

な 制 約 に つ い て の タ ー ニ ン グ ポ イ ン

トについては、きちっとお答えいただ

きたいと思います。  
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 それからですね、もう一つ、これは

非常に重要なことなんで、質問という

よりも要望しておきたいんですが、こ

の土木・建築工事やプラント設備工事

の業者決定ですね、これについてはた

だいま、いくつかの方式を挙げられま

した。これはいずれですね、議事録と

し て 我 々 の 手 元 に く る と は 思 っ て ま

すが、できればですね、今、表明され

たですね、方式についてね、文書にし

てですね、我々にも渡してもらえない

かなとこう思ってます。もしそれがで

きないなら、やはり会議録をですね、

早急に我々に配っていただきたいと。

我 々 も こ の 業 者 選 定 と い う の は 非 常

に重要に思っておりますので、その点

は要望であると同時にですね、そうい

う 文 書 を ち ゃ ん と 配 っ て も ら え る か

どうか、それについて聞いておきたい

と思います。  

 それからもう１点、先ほどおっしゃ

っ た よ う に こ の 標 題 ２ に 関 し て で す

ね、どうも計画策定案について議会に

提案し、承認を得るべきであるという

ふうに言ったんですが、予定しておら

れ な い と い う ご 答 弁 と し て お 聞 き し

ております。これについては我々とし

て も 対 応 し て ま い り た い と 思 っ て お

ります。以上、２点についてお尋ねし

ます。  

〇議長（西川正義君）  管理者。 

〇管理者（大久保貴君） お尋ねの時

間 的 な タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト と い う こ

とでございますが、これは、たぶん議

員 ご 指 摘 の 意 味 合 い は 現 在 の 彦 根 市

清掃センター、クリーンセンターとい

わ ゆ る リ バ ー ス セ ン タ ー の 耐 用 年 数

と い う 関 係 で は な い か と 思 っ て お り

ますが、いずれの施設につきましても

老朽化をしてきていると。それに伴っ

て、年々の施設維持管理についても多

額 の 費 用 が か か っ て い る と い う こ と

がございます。そうしたことを勘案し、

い つ ま で に と い う こ と で は ご ざ い ま

せんが、できるだけ現計画が３９年で

ございますので、その目標を目指して

考えていく上で、逆算していろいろと

考 え て い か な く て は な ら な い と い う

ふうに考えております。ただ、どの時

点 で タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト と す る の か

ということにつきましては、今、具体

的 な 年 次 を 言 え る わ け で は あ り ま せ

んが、できるだけ速やかに今までも申

し 上 げ て き た よ う な 各 種 の 調 査 を で

き る だ け ス ム ー ズ に 取 り 組 み ま し て

ですね、現候補地が建設地としてなり

得るかどうかということを、早く判断

をしていく必要があると。そのことを

申し上げておきたいと思います。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 失礼

します。標題３の紹介しました各事業

方 式 の 部 分 に つ い て の ご 質 問 で ご ざ

いますが、この本議会の議事録を作成

を し て い く と い う こ と に な り ま す と

一定、お時間がかかってくるかと思い

ますので、それよりも早い段階でお届

け を す る た め に こ の 部 分 を ま と め た
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形 で 資 料 を お 作 り さ せ て い た だ き ま

して、それを配布させていただくとい

う こ と を 前 提 に 具 体 的 に 方 法 等 を 検

討 し て ま い り た い と い う よ う に 考 え

ております。  

〇議長（西川正義君）  獅山議員。 

〇２番（獅山向洋君） 再々質問です

が、私はね、時間的なターニングポイ

ン ト は 非 常 に 重 要 だ と 思 っ て る ん で

すよ。なぜかと言いますと、先ほども

答弁されましたように、例えば環境ア

セスメントはね、本議会においては出

さなかったと、こうおっしゃってるん

ですよ。これね、環境アセスメントが

ね、きちっとやらないとね、何も進ま

ないですよね。そういう観点から言い

ますとね、当然、工程表っていうかな、

ス ケ ジ ュ ー ル を お 決 め に な っ て る と

思うんですよ。そうしますと、逆算す

ればとおっしゃってます。逆算してお

られるはずなんでね。そういう観点か

ら言えばね、やはり時間的なターニン

グ ポ イ ン ト と い う の は き っ ち り と あ

ると思うんですよ。もし管理者がご答

弁、無理ならばですな、事務局の方で

どんなふうに考えておられるのか、ご

答弁いただきたいと思います。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 失礼

します。平成３０年度の当初予算につ

きまして、当初、予定をしておりまし

た 委 託 業 務 を 計 上 し て こ な か っ た 理

由につきましては前段、ご説明させて

いただいているとおりでございます。

その部分、今のスケジュールでいきま

すと、事務局といたしましては、やは

り 平 成 ３ ０ 年 度 中 に は そ の 辺 り の 業

務 に は 着 手 を し て い き た い と い う と

ころは、一定、考えているところでご

ざいます。私からの答えがターニング

ポ イ ン ト と い う わ け で は ご ざ い ま せ

んが、事務局のスケジュールといたし

ましては、やはり当初の予定より半年

遅れぐらいであれば、今、コンサルと

の打ち合わせの中では全体、３９年度

ま で の ス ケ ジ ュ ー ル の 中 で 飲 み 込 み

な が ら 追 い つ い て い け る だ ろ う と い

うことは確定をしております。それ以

上、伸びてくるということになります

と、３９年度のところの部分のスケジ

ュ ー ル も 検 討 し て く る か ど う か と い

う よ う な 検 討 を 行 わ な け れ ば な ら な

いというところが、現段階でございま

す。ただ、いずれにいたしましても、

大 切 な の は や は り 状 況 を 鑑 み な が ら

というところで考えておりますので、

一定、そういったところでご理解を賜

わればと思います。失礼します。  

〇議長（西川正義君） ５番  山内善

男君。  

〇５番（山内善男君） それでは私の

方からは、２点についてお伺いしたい

と思います。  

標題１です。紫雲苑におけるご遺体

の受け入れミスについて、事実の検証

と 再 発 防 止 策 を ど の よ う に お 考 え に

なっているのか、お尋ねいたします。 

要旨ですが、今年の１月１３日、紫
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雲苑において火葬する際、これは仮名

にしておきます、山下長蔵さんのご遺

体 を 火 葬 す る た め に 予 定 さ れ て い た

炉と、やはり仮名にしておきますが、

山 下 文 子 さ ん の ご 遺 体 を 火 葬 す る た

めに予定されていた炉を取り違えて、

そ れ ぞ れ 誘 導 す る ミ ス が あ っ た と 聞

いています。幸いにも遺族の指摘で事

故なく、事なきを得たようですけれど

も、場合によっては、該当しないご遺

体 の 収 骨 を ご 遺 族 が し て し ま う 事 故

につながりかねないミスといえます。

事実の検証をどのように行って、その

こ と に 基 づ い て 今 後 の 再 発 防 止 策 に

つ い て ど の よ う な 改 善 策 を 講 じ ら れ

たのか伺います。  

二つ目の質問です。ごみ減量化の具

体 的 な 取 組 目 標 の 設 定 と 施 設 規 模 の

決定について伺います。  

質問の要旨です。すでに昨年８月の

当組合議会でも、さらに過去の当組合

議会でも質問していますが、大胆なご

み減量化目標を立てて、できるだけ小

規模な施設で、施設整備費を圧縮して、

環境にもやさしい、またごみをできる

だけ出さない、資源を大切にする市民

意識を向上させる取り組みを再三、提

起をし、全国の取り組みを紹介してき

ました。今、新ごみ処理施設整備基本

計 画 検 討 委 員 会 が 開 催 さ れ て い ま す

が、結局、現状のごみ量を基本に施設

規模が決定されようとしています。こ

れ ま で の 当 組 合 議 会 の 議 論 が 全 く 反

映 さ れ て い な い の で は な い か と 憂 慮

しています。それどころか、大規模な

災害発生時に備えるとして、規模を膨

らませる議論までされ、用地取得や造

成費用は含まないで施設整備費は 200

億 円 と の 試 算 も さ れ る 状 況 と な っ て

います。あらためて、新施設建設につ

い て は 大 胆 な ご み 減 量 化 目 標 を 具 体

的に設定をして、施設規模を縮小させ

る提起を検討委員会で議論するよう、

事 務 局 は 誘 導 す べ き で は な い か と 考

えます。ご見解をお願いいたします。 

〇議長（西川正義君）  紫雲苑場長。 

〇紫雲苑場長（川那部晴朗君） 紫雲

苑場長の川那部でございます。よろし

くお願いをいたします。  

標 題 １ の 紫 雲 苑 に お け る ご 遺 体 の

受け入れミスについて、事実の検証と

再発防止策について、お答えをいたし

ます。議員ご指摘のとおり、本年１月

１３日の土曜日に、ご遺体の受け入れ

時にトラブルがございました。当日の

１２時着は、２件の受け入れがござい

ましたが、２件は同姓の方で、また、

葬儀業者も同じ業者でございました。

なお、受け入れについては、当日が土

曜日であったことから、休日等火葬業

務の委託業者職員が行っております。

本件事案について、委託業者職員等に

直接、聞き取りを行いましたところ、

先 に 到 着 し た 霊 柩 車 の 運 転 手 が 故 人

の氏名を誤って担当者に伝えたため、

予 定 さ れ て い た 告 別 室 と は 逆 の 部 屋

に誘導してしまう事態となり、途中で

遺族の方が気付かれたことから、炉前
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に 掲 示 し て あ る 故 人 氏 名 を 書 き 直 し

て 対 応 し た と い う も の で ご ざ い ま し

た。このような事案が発生しましたの

は、霊柩車の運転手が担当者に故人の

氏 名 を 誤 っ て 伝 え た こ と か ら 始 ま っ

ておりますが、その後に担当者が自ら

再確認を行うことなく、業務を進めて

いったためと考えられます。当然のこ

とではございますが、遺骨の取り違え

等は、絶対にあってはならないことで

ございますし、故人との最後のお別れ

の際に、遺族の皆様が不快な思いをな

さ れ な い よ う に 努 め て い か な け れ ば

なりません。このことから、今後の再

発防止策といたしまして、玄関での受

け入れ時に、故人の氏名を運転手だけ

で な く 喪 主 に も フ ル ネ ー ム で 確 認 す

ること、また、告別室へ案内したとき

には、火葬炉前に掲示してある故人氏

名 を 確 認 す る こ と を 徹 底 す る よ う に

いたしました。なお、このことは、直

ち に 委 託 業 者 に も 指 示 を し て お り ま

す。今後も引き続き、繰り返しの確認

を徹底して行うことにより、ミスやト

ラブルを未然に防止できるよう、努め

てまいりたいと考えております。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 私か

ら標題２、新施設建設については大胆

な ご み 減 量 化 目 標 を 具 体 的 に 設 定 し

て、施設規模を縮小させる提起を検討

委 員 会 で 議 論 す る よ う 誘 導 す べ き で

は な い か と い う ご 質 問 に つ い て お 答

えをさせていただきます。  

 ごみ減量化目標につきましては、検

討委員会において、現状、すう勢値を

加味しながら、圏域全体の減量目標値

を検討し、設定をいたしました。今後、

減 量 化 に 向 け た 各 施 策 に つ き ま し て

は、各構成市町、それぞれにて検討、

実施されることとなりますが、当組合

と い た し ま し て も 設 定 し た 目 標 数 値

に安住をすることなく、議員ご指摘の

とおり、施設建設を契機に、各構成市

町と連携を図りながら、より一層、ご

み の 減 量 化 に 取 り 組 ん で ま い り た い

と考えおります。また、施設規模を縮

小 さ せ る 提 起 を 検 討 委 員 会 で 議 論 す

るよう誘導することにつきましては、

施設規模を検討するに当たり、ごみ減

量 化 目 標 を 加 味 し た 将 来 ご み 排 出 量

推計値をはじめ、他の先進自治体の施

設見学等で得た情報や、本業務の支援

を 委 託 し て お り ま す 専 門 の コ ン サ ル

タ ン ト 業 者 等 か ら 出 さ れ た 資 料 を 参

考に、検討委員会で協議をしていただ

いた結果でございますことから、現時

点で設定いたしました施設規模は、適

正なものと考えておりますので、ご理

解 を 賜 り ま す よ う お 願 い を い た し ま

す。  

〇議長（西川正義君）  山内議員。 

〇５番（山内善男君） はい、ありが

とうございます。それでは再質問をい

たします。  

 標 題 １ の 部 分 で 紫 雲 苑 の ご 遺 体 の

受け入れミスについてですが、当日が

土 曜 日 で 委 託 業 者 の 扱 っ て い る 日 で
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あったということでした。やはり、直

営 で や っ て い る 部 分 に つ い て は こ の

よ う な こ と は 日 常 的 に な か っ た わ け

ですので、その点、委託に出している

部 分 で こ う い う 重 大 な ミ ス が 起 き て

いるということについて、やはり直営

でやるという方向で、将来的にはきっ

ち り 管 理 者 と も 議 論 を 深 め て い た だ

きたいということを、まず一つ、申し

上 げ て お き た い と い う ふ う に 思 い ま

す。それから引継ぎの部分でフルネー

ムで確認をするとか、ご遺族にも確認

をするとか、そういう話がありました。

結局、口頭での確認でしかないわけで

すね。今、確認をさせてもらいました

けれど。私ども、家におりまして、何

か宅急便で物が運ばれてきたときも、

や は り 受 け 取 っ た と き に は 受 け 取 っ

たサインをして、それから受取書を受

け取った側ももらいます。それから引

き 渡 し さ れ た 宅 急 便 の 業 者 も サ イ ン

をしたそれを、控えを持って帰られま

す。物でさえ、そのような書面でやり

取りをするわけですね。私、ご遺体の

やり取りをするのに、結局、口頭での

やり取りでしかないということが、や

はり取り違えるミスを、どうしてもそ

こ で 残 し て い っ て し ま う と い う ふ う

に思います。やはり火葬証明書のコピ

ーか何かをもって、引き継ぐときには

引 き 継 い だ 紫 雲 苑 側 の 職 員 が 自 分 の

サインをして、葬儀社の霊柩車の運転

手に渡すとかですね、何か書面でのや

り取りをしっかりして、ご遺体とそれ

から書面と同時に引き継ぐと。それで

その書面を見て、炉のところの氏名の

確認をするというような何か、やはり

そ う い う 確 実 な 書 面 で の や り 取 り が

必 要 な ん で は な い か と い う よ う に 思

います。今、再発防止策、言っていた

だいたんですが、何度も言いますが、

結 果 的 に は や っ ぱ り 口 頭 で の や り 取

りで終わってしまっているので、聞い

て る 側 に つ い て は 非 常 に 不 安 に 思 い

ます。私も直接、葬儀社の霊柩車の運

転 手 を さ れ て た 方 に お 話 を 伺 っ て ま

いりましたけれど、葬儀社の方は葬儀

社の方で再発防止策として、いわゆる

葬 儀 の 申 し 込 み が あ っ た 用 紙 を 今 ま

では持っていかなかったんだけども、

そ の 用 紙 を 持 っ て 行 く よ う に し て ま

す と い う よ う な 話 も さ れ て ま し た け

ど、彼らは彼らなりに再発防止策を講

じてるようですが、基本的にはやはり、

ご 遺 体 と 同 時 に 書 面 で の 受 け 取 り の

や り 取 り が 必 ず 必 要 で は な い か と い

うふうに思いますので、その２点につ

いて再度、お答えをいただければとい

うふうに思います。  

 次に２番目なんですが、今までから

再三、言っておりますので、あまり言

いませんけど、ごみの減量化目標につ

いては、例えば大津なんかは施設を１

か所、減らすということで、必然的に

ご み の 大 胆 な 減 量 化 が 必 要 に 迫 ら れ

て、非常にごみの減量化の努力をされ

てきました。結局、担当者のところで

な か な か 大 胆 に 切 り 込 ん で い く と い
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う こ と は 難 し い と い う ふ う に 思 い ま

すので、やはり、そこのところは大久

保管理者含めて、首長さんの大きな決

断 に か か っ て る と い う ふ う に 思 い ま

すので、ぜひその辺り、首長の皆さん

の 大 き な ご 決 断 を お 願 い し た い と い

うふうに思いますし、もう一つは今ま

で計画段階では、100 億あまりの計画

の数字を出されてたと思います。今の

検討委員会ではそれがもう 200 億と

いうことで、約２倍の金額に跳ね上が

っています。今、ちょうど来年度予算

を審議しており、議会にどこの市町で

もかかってると思うんですが、彦根で

も 国 体 を 前 に し て 非 常 に 財 政 的 に は

窮 屈 な 予 算 を 強 い ら れ て る 状 況 が あ

り ま す の で こ の よ う な 大 き な 予 算 を

抱えるごみ焼却場の建設に当たって、

そ う い う 意 味 で は ご み 減 量 化 の 大 胆

な 目 標 を 首 長 さ ん が 率 先 し て 議 論 を

し て 出 し て い た だ く よ う に 要 望 を し

ておきたいというように思います。以

上、よろしくお願いいたします。  

〇議長（西川正義君）  紫雲苑場長。 

〇紫雲苑場長（川那部晴朗君） まず、

委託に出している部分について、間違

い を 起 こ す の で は な い か と い う よ う

なことでございますが、まず、今、委

託 し て お り ま す 業 者 は 全 国 の い く つ

も の 火 葬 場 で 指 定 管 理 者 と し て 火 葬

場の管理運営を行っておりますし、ま

た 火 葬 業 務 の 委 託 も い く つ も の 火 葬

場で請け負っておりますので、火葬業

務の知識と経験もございますし、十分

な 技 術 を 有 し て い る も の と 考 え て お

ります。また、委託業者とは平日と休

日 で 火 葬 業 務 の 進 め 方 や 遺 族 の 方 へ

の対応に差が出ないように、十分調整

をし、常に同じ対応、またサービスが

提供できるようにしております。委託

し て お り ま す 休 日 等 に ト ラ ブ ル な ど

が 多 く 発 生 す る よ う な こ と が な い よ

う に 対 応 を し て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。また次に、受け入れするときの

確 認 方 法 を 文 書 で や り 取 り を し て は

どうかということでございますが、現

在の紫雲苑の申請書類の中から、例え

ば提示してもらうと。例えば、紫雲苑

の 使 用 許 可 書 が 考 え ら れ る と 思 い ま

す。しかし、喪主様に当日、紫雲苑玄

関 へ 到 着 し た と き に 使 用 許 可 書 を 提

示 し て い た だ く よ う に お 願 い を し ま

しても、おそらく忘れて来られる方が

多くなるのではないかと思われます。

また、紫雲苑の申請手続きを葬儀業者

の 方 が 代 行 し て お ら れ る こ と も 多 く

なっておりますので、当日、使用許可

書 も 葬 儀 業 者 の 方 が 提 示 さ れ る こ と

も多くなると思います。そうしますと

結局、喪主様に再度、直接、確認をさ

せていただくことになると思います。

現在としましては、今、行っておりま

す 玄 関 で 喪 主 様 に フ ル ネ ー ム で 確 認

させていただくことを引き続き、徹底

してまいりたいと考えておりますが、

ただ、今、議員が言っていただきまし

た別の用紙を作って、確認するという

ような方法、また確実に間違いのない
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ように、受け入れ時に確認できる方法

が他にもあるとも思われますので、ま

た 近 隣 の 火 葬 場 の 状 況 も 調 査 を さ せ

ていただきまして、今後、紫雲苑でど

の よ う な 方 法 が よ い の か と い う こ と

に つ き ま し て は 研 究 を さ せ て い た だ

き た い と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願

いいたします。  

〇議長（西川正義君） 山内君、よろ

しいですか。  

〇５番（山内善男君）  はい。  

〇議長（西川正義君） １６番  安澤

勝君。  

〇１６番（安澤勝君） では、一般質

問をさせていただきます。  

標 題 は 竹 原 案 は 白 紙 撤 回 す べ き と

いうことでございます。１月１６日に

開 か れ ま し た 愛 荘 町 の 東 学 区 地 域 説

明会では、施設に反対されている竹原

周辺の岩倉、松尾寺、蚊野、東出、目

加田などの各町からは、さまざまな意

見が出されていたようであります。竹

原ありきの説明だ、近隣住民の声に耳

を傾けるべき、周辺には国宝や貴重な

文化財が多くある、また新たに活断層

も 確 認 さ れ て い る の に な ぜ こ の 地 を

選んでいるのか、周辺通学路では何度

も 事 故 が 起 き て い る 地 点 も あ る の に

危険だ、など、さまざまな反対意見が

出されています。また、選定委員会の

採点についても、地域の実情をわかっ

て い な い 採 点 で あ り 話 に な ら な い と

の声もあったと聞き及んでおります。

当然、こういった説明には、地域の方

は納得されておられません。近隣住民

の意見に耳を傾けない、真摯な態度を

とらない、執行部に対してあきれて話

にならん、帰らせてもらうわと退場さ

れ た 方 も い ら っ し ゃ っ た よ う で ご ざ

います。周辺地域はもちろん、竹原区

の 一 部 も 反 対 さ れ て い る 中 で 近 隣 地

域の皆さんの反対の声を尊重して、即

座 に 竹 原 案 は 白 紙 撤 回 す べ き と 考 え

ますが、見解を伺います。  

また、反対意見はそのうち黙らせる、

そんな決意がですね、見え隠れする執

行部のようでございますが、地域住民

はじめ、近隣住民の気持ちを考慮しな

い 執 行 部 の 組 織 は 本 当 に だ め で あ り

ます。正月に娘さんが帰省された際に

ですね、ごみ処理施設反対の看板を見

られて、本当にごみ施設がここに来る

のであれば、もう帰ってこないという

ふうに言われたようです。このように

将来、子どもや孫と暮らすことを夢見

て お ら れ る 地 域 住 民 の 家 庭 愛 を 壊 し

て ま で こ の 地 に 造 ら な け れ ば な ら な

いのでしょうか、と切実に訴えられて

います。このような状況からですね、

地域における合意状況が、違う場所で

は１００％の地域がございます。こう

した地に決定すべきと考えますが、こ

れ に つ い て も 見 解 を 伺 い た い と 思 い

ます。  

次 に 国 土 地 理 院 が ９ 月 に 新 た な 断

層を発表されました。ものの見事に候

補 地 の 左 右 を 挟 ん だ 形 で 走 っ て お り

ます。これが最大の問題であると私は
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認識しております。安全性の確保は最

重要課題にもかかわらず、各地の答弁

で は 断 層 の 真 上 で は な い た め に 問 題

は な い と い う よ う な 主 旨 の 発 言 を さ

れておりますが、最大の問題だと認識

されていないことが、最も問題である

と私は思っております。危機管理能力

を 持 ち 合 わ せ て い な い 管 理 者 は 失 格

で、人造的に構築されたものは移動さ

せられますが、こと断層は移動させる

ことができません。であれば、今回の

計画を撤回すべきです。過去２度の計

画 断 念 の 理 由 は 地 盤 の 問 題 で あ っ た

り、地域の反対であったりして断念さ

れていますが、今回はその両方を兼ね

備えております。執行部はじめ、特に

自らの判断で決定された管理者は、こ

れ以上、意地を張らずに再度、新たに

選定しなおすべきです。見解を伺いま

す。ここにおられる議員さんも含めて

ですね、執行部の方もよく考えていた

だきたいんですが、断層に挟まれた地

と 知 っ た 上 で こ う し た 公 共 施 設 を 建

設することは、無謀であります。それ

でも推進するというのであれば、今の

執行部は万一、断層が動いて地震があ

り、施設に問題が生じた場合、その責

任をとる覚悟はあるのでしょうか。見

解を伺いたいと思います。以上です。 

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 安澤

議 員 か ら の ご 質 問 に 順 に お 答 え を さ

せていただきます。  

 まず、近隣地域の皆さんの反対の声

を尊重して、即座に竹原案は白紙撤回

す べ き と い う ご 質 問 に お 答 え を い た

します。竹原区近隣の自治会や秦荘東

小 学 校 区 自 治 会 の 役 員 の 皆 様 へ の 説

明会等におきまして、大変厳しいご意

見 を い た だ い て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。現時点におきましては、何とか

この厳しい状況を打開できるよう、コ

ン サ ル タ ン ト 業 者 の 経 験 等 を 参 考 に

いたしますとともに、地域の反対があ

る 中 で 建 設 に 漕 ぎ 着 け ら れ た 他 市 町

の事例や手法等を調査、研究しながら、

今後も引き続き、粘り強くご理解を求

め て い か な け れ ば な ら な い と 考 え て

いるところでございます。  

 次に、地域における合意状況が１０

０ ％ で あ る 地 域 に 決 定 す べ き と い う

ご質問にお答えをいたします。候補地

決定につきましては、これまでからご

説明をしておりますとおり、候補地選

定委員会において、２２項目からなる

選定要件による評価、８０点満点と、

各 選 定 委 員 に よ り ま す 各 項 目 の 重 要

度や項目間の相互関係からの評価、２

０ 点 満 点 に よ り 評 価 を 行 っ た と こ ろ

でございます。ご指摘の地域における

合意状況につきましても、選定要件に

おける評価、８０点における合意形成

の視点で、２２項目の一つとして評価

を行っております。ここでは、各項目

の重みづけを行っていないことから、

こ の 評 価 項 目 が 最 優 先 さ れ る も の で

はございませんが、各委員の考え方に

より、特に重要と判断された場合には、
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各 項 目 の 重 要 度 や 項 目 間 の 相 互 関 係

からの評価、２０点において、反映を

しているものと考えております。最終

的には、当組合の管理者が、こうした

評価結果を最大限尊重した上で、さま

ざまな要素を勘案しながら、総合的に

判 断 し て 竹 原 区 に 決 定 し た も の で ご

ざいますので、ご理解賜りますようお

願いをいたします。  

 次に、再度、新たに選定しなおすべ

き と い う ご 質 問 に お 答 え を い た し ま

す。候補地選定の段階から、断層の専

門家に現地調査を依頼し、候補地周辺

に断層、いわゆる撓曲帯があることを

把握しており、事前に断層および破砕

帯の位置や範囲を確認すれば、土地利

用 は 可 能 と の 報 告 を 受 け て お り ま し

た。昨年８月に国土地理院から常安寺

断 層 に つ い て 新 た な 情 報 が 公 開 さ れ

たことから、以前の報告書の結論に変

更などが生じないか、再度、調査を依

頼 し た 専 門 家 に 確 認 を い た し ま し た

が、その結果、以前と同様の回答をい

ただきました。したがいまして、現時

点 で は 候 補 地 の 見 直 し は 考 え て お り

ませんが、今後、しかるべき時期には、

断層調査を実施し、最終的な担保をと

りたいというふうに考えております。 

 最後に、万一、地震で施設に問題が

生じた場合、その責任をとる覚悟はあ

る の か と い う ご 質 問 に お 答 え を い た

します。今ほどお答えをいたしました

とおり、断層調査を実施した上で、施

設 が 安 全 に 稼 働 で き る よ う な 施 設 配

置を計画していきます。また、新たな

ごみ処理施設は、耐震化等を考慮した

災 害 に 強 い 構 造 と す る こ と を 計 画 し

ておりますので、ご理解賜りますよう

よろしくお願いをいたします。  

〇議長（西川正義君）  安澤議員。 

〇１６番（安澤勝君） では、再質問

をさせていただきたいと思いますが、

断 層 に つ い て 専 門 家 の 先 生 に 見 て い

ただいて、その先生が判断されたとい

うふうに理解をしました。では、やは

りお医者さんでもですね、セカンドオ

ピニオンということがございます。や

はり１人の専門家ではなくですね、ま

た違う先生にですね、複数の意見を聞

い た 中 で こ う い っ た こ と は 判 断 す べ

きというふうに思います。今後、今、

お一人の先生か、お二人の先生かわか

りませんけれども、違う方に再度、鑑

定というか、地質調査をしていただい

てですね、安全性の確認というのは非

常に大事やと思いますんで、こちらに

ついては再度、この地層について判断

すべきことやと思うんで、その点につ

いてもう一度、ご見解をお願いしたい

と思います。  

 一番最後の問題ですけれども、いわ

ゆる耐震構造にして、その建物につい

て は 安 全 性 を と っ て い く と い う よ う

なご答弁やったかなと思いますが、い

や そ れ で も や っ ぱ り 断 層 に 挟 ま れ た

と こ ろ で 何 か あ っ た と い う こ と が な

いと言い切れるのかどうかですね。大

なり小なりですね、地震の大きさにも
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よってですね、全く問題が生じないと

言い切れるのかどうか。そして言い切

れるのであれば、きっちりとその覚悟

をですね、この場で大丈夫なんですよ

と言い切れるかどうか。その覚悟のほ

ど も お 聞 か せ い た だ き た い と 思 い ま

す。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） あり

がとうございます。  

 まず、複数の先生でございましたり、

関 係 機 関 に 確 認 を と い う よ う な 部 分

につきまして、お答えをさせていただ

きます。申しましたとおり、しかるべ

き 時 期 に 地 質 調 査 に 加 え て 断 層 調 査

をした上で、建設候補地が建設地にな

り 得 る の か と い う よ う な 調 査 を し て

まいりたいというところは前段、申し

上げたところでございます。今、考え

て お り ま す の は 断 層 調 査 に つ き ま し

ては、やはり業者による調査をそうい

った専門家でございましたり、複数の

先生でございましたり、分析をすると

ころまで含めて、いわゆる断層調査、

調 査 業 務 と い う 形 で 発 注 を し て い き

た い と い う ふ う に 考 え て い る と こ ろ

でございます。  

 そして、断層があるということは一

定、前提として竹原区の場合は考えて

いくことになりますが、安澤議員、お

っ し ゃ ら れ ま し た よ う に 全 く 問 題 が

生 じ な い か と い う よ う な と こ ろ を 担

保 す る よ う に と い う と こ ろ で ご ざ い

ますが、いわゆる地震、断層によって

全 く 何 も 問 題 が 生 じ な い と い う と こ

ろを担保できるというようなことは、

当然、難しいというふうには考えてま

す。ただ、一定、やはりごみ処理施設

が長期間、稼働停止になるような状態

と い う の は 避 け な け れ ば な ら な い と

いうことになってきますので、最低、

そ こ ま で の 対 策 が と れ る か と い う 視

点 と い う の が 大 切 に な っ て く る か な

と い う ふ う に 考 え て い る と こ ろ で ご

ざいます。  

〇議長（西川正義君）  安澤議員。 

〇１６番（安澤勝君） ある程度、説

明ではわかります。やはり決定される

管理者、あるいはその地質を鑑定され

る業者さんにはですね、やはり断層地

で あ る と い う こ と を 十 分 に 認 識 を 再

度 し て い た だ い て 本 当 に こ れ 自 分 が

決定することで圏域の住民が万が一、

何 か あ っ た と き に は 住 民 が 困 る わ け

なんですね。ですから、やはりその責

をとるという覚悟を再度、確認をして

おきたいと思います。  

 それから当該の町長さんが今回、選

挙 で 変 更 に な ら れ る と い う こ と で ご

ざいますので、やはり地元の新しい町

長 さ ん の 意 向 も あ る か と は 思 い ま す

ので、早急に管理者会を開いてこの問

題 に つ い て も 十 分 に 協 議 を し て い た

だ け れ ば な と い う ふ う に 思 い ま す の

で、これ、要望としてお願いしたいと

思います。  

 最後に覚悟のほどだけ、お伺いしと

きたいと思います。  
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〇議長（西川正義君）  事務局長。 

〇事務局長（橋本公志君） 覚悟とい

いますか、いずれにしても今の段階で

は 何 と か 建 て ら れ る と い う 下 で 選 定

をさせていただいたわけですけども、

実際、建てるに当たってはきちっと調

査をした上で、その結果を踏まえて判

断することになりますので、だめとい

う 情 報 が あ る 中 で 建 て る と い う こ と

は一切、申し上げておりませんし、ま

ずは調査をさせていただきたい。この

当初予算では、その予算は、やはりい

き な り 事 業 化 と い う も の が 周 辺 地 域

の方が見たら、こんなことを言ってい

る の に も う 始 め て い る で は な い か と

いうことに配慮させていただいて、当

初 は 上 げ さ せ て い た だ き ま せ ん で し

たけれども、やはり基本計画検討委員

会の計画策定と併せまして、来年度の

し か る べ き 時 期 に は そ う い う 予 算 を

上 げ て い き た い と い う こ と を 事 務 局

では考えておりますし、その際にはこ

う い っ た 予 算 に つ き ま し て は 積 極 的

に お 認 め い た だ き た い と 考 え て お り

ますのでよろしくお願いいたします。 

〇議長（西川正義君） ６番  西澤伸

明君。  

〇６番（西澤伸明君） ６番  西澤伸

明です。  

標 題 １ で 新 ご み 処 理 施 設 建 設 候 補

地を竹原区としたことについて、何点

か質問させていただきます。  

一つは、当局自身が去る２月１５日

の全員協議会で、厳しい状況と表現せ

ざ る を 得 な く な っ た 現 状 と 原 因 を ど

の よ う に 受 け 止 め て い る の か と い う

問題です。今日、このような事態にな

っ た 根 本 的 な 原 因 を 明 ら か に し て お

かなければならないと思います。それ

は広域化処理に当たって、県が平成１

１年、今から１９年前ですね、３月に

発 行 し た 滋 賀 県 一 般 廃 棄 物 処 理 広 域

化計画（概要版）、以下、広域化計画

と言いますが、この広域化の実現に向

けた今後の取り組みでは、今まで以上

に 周 辺 住 民 の 理 解 と 協 力 が 不 可 欠 で

あり、計画の段階で十分な住民説明を

行うとともに、と述べています。この

広 域 化 計 画 で 述 べ て い る こ と と 実 際

に進行していることが、まるで逆さま

だと思います。つまり周辺とは応募地

の 限 定 的 な 狭 い 範 囲 で は な い こ と は

明らかです。ごみ焼却処理の煙は応募

地だけになびくものではありません。

今 日 の 混 乱 を 招 い た 第 一 の 根 本 原 因

は 五 つ の 応 募 地 が 名 乗 り を 上 げ た 段

階 か ら 非 公 開 で 進 め た こ と に あ り ま

す。二つ目は３億円の地域振興補助と

い う ご み 問 題 の 解 決 と い う 本 筋 か ら

離 れ た 利 益 誘 導 を 付 加 し た こ と で あ

ります。三つ目には１市４町における

ごみ処理問題の現状、課題の整理、そ

の上での広域が望ましいのか、それと

も別の枠組みがふさわしいのか、環境

にやさしい、住民の皆さんにも安心し

て い た だ け る 処 理 方 法 を ど の よ う に

するのかなどの基本的課題、方針の検

討 こ そ 最 優 先 で 住 民 の 方 々 と と も に
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進 め て い か ね ば な ら な い の で は な い

でしょうか。現実問題として広域化計

画の中で、稲枝石寺地区、これは平成

７ 年 度 に 住 民 の 中 に 明 ら か に な り ま

した。そしてその後、海瀬地区と頓挫

し、広域化計画の根本的な見直し、公

開 で 進 め る こ と な ど が 突 き 付 け ら れ

ていました。ところが根本的なその教

訓 を 真 摯 に 活 か さ な か っ た こ と を 指

摘せざるを得ません。事務局ばかりが

答弁して、という批判の声が上がりま

したが、管理者は厳しい状況と表現せ

ざ る を 得 な く な っ た 現 実 と 原 因 を ど

のように受け止めているのか、認識を

お尋ねします。  

〇議長（西川正義君） 西澤議員、通

告どおり簡潔にお願いします。  

〇６番（西澤伸明君）  はい。  

二つ目に、この問題では、周辺地区

住 民 が 明 確 に 反 対 表 明 を 相 次 い で 上

げていることに関し、管理者会ではど

のような議論を行っているのか、現状

認識はどのようなものか、お聞かせく

ださい。  

三つ目に、このままの現状で竹原区

を 建 設 地 と す る と 強 行 し て し ま え ば

大きな禍根を残すことになります。竹

原区とそれ以外の地区、住民間で対立

と 分 断 で 現 在 で も 行 政 が 持 ち 込 ん で

いる上に、さらに深刻な傷を将来にわ

た っ て 残 し て し ま う お そ れ が あ り ま

す。当該地域は堅井之大宮のお祭りな

どを通じ、歴史的にも固い絆で結ばれ

て連携をし、お互いに助け合ってきた

地域だと考えています。そういうとこ

ろでギクシャクが始まり、また４月の

祭 り で も ト ラ ブ ル が 起 こ ら な い か と

大変心配されていると聞いています。

ま さ に 寝 耳 に 水 で 竹 原 地 区 に ご み 処

理 施 設 が 建 設 さ れ る 予 定 だ と い う こ

とで本当に心を痛めておられます。建

設 候 補 地 を 竹 原 区 に 選 定 し た と い う

管理者の認識を、去年の６月１９日の

ですね、一旦、白紙に戻し、再検討す

る こ と が 求 め ら れ て い る の で は な い

か、見解を求めます。  

 四つ目に、彦根愛知犬上新ごみ処理

施設整備基本計画検討委員会、以下、

検討委員会と言いますが、その進め方

に疑問と矛盾を感じています。つまり、

建 設 地 と し て 確 定 し て い な い に も か

かわらず、竹原区で建設するとしたら、

と い う 委 員 会 の 開 催 そ の も の が 周 辺

住民に不安と不信を与えています。委

員会も一旦、立ち止まることが求めら

れているのではないでしょうか。委員

会を継続するというのであれば、少な

くとも、広域で処理を実施する場合な

ど の 一 般 的 な 検 討 課 題 と 建 設 地 を 特

定 し た 上 で の 検 討 課 題 を 区 分 し て 進

めることが必要ではないでしょうか。 

 五つ目に、建設地として確定してい

く上で、環境アセスメント、地質調査

な ど の 不 可 欠 な 手 続 き を ど の よ う な

時点で実施予定としているのか。その

こ と は 建 設 地 に 関 わ る 議 会 議 決 権 限

の 条 例 と の 整 合 性 に 矛 盾 は な い と 考

えるか、見解を求めます。  
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標題の二つ目です。建設地に関わる

議会議決の条例についてです。  

一つは、昨年、当組合議会の８月定

例 会 で 可 決 し た 建 設 候 補 地 選 定 お よ

び そ の 変 更 に つ い て 議 会 の 議 決 を 得

るべき事項、と定めた条例に対する認

識をお伺いします。つまり、その条例

の効力、議会権限の範囲に対する認識

はどのようなものでしょうか、見解を

求めます。  

 二つ目は、建設地として可否を議会

に求めるタイミングは、計画・スケジ

ュール上、どの時点だと考えています

か、お答えをよろしくお願いします。 

〇議長（西川正義君） 本日の会議は

あらかじめ、これを延長します。建設

推進室長。  

〇建設推進室長（植田亮平君） 西澤

議員のご質問につきまして、お答えを

させていただきます。  

 まず、標題１、要旨①、当局自身が

去る２月１５日の全員協議会で、厳し

い 状 況 と 表 現 せ ざ る を 得 な く な っ た

現 状 と 原 因 を ど の よ う に 受 け 止 め て

いるのか。管理者はどのように受け止

め て い る の か に つ い て お 答 え を さ せ

ていただきます。先ほどの答弁と重複

する部分も含まれておりますが、よろ

しくお願いいたします。まず、周辺地

域 か ら の 反 対 す る ご 意 見 と い た し ま

して、岩倉区につきましては、説明会

を開催いたしました際に、候補地から

の 距 離 が 竹 原 区 の 集 落 と 同 程 度 で あ

るにもかかわらず、周辺地域として扱

わ れ て い る と い う こ と に 強 い 反 発 が

ございました。また、候補地の見直し

を求める、文書では、反対理由として、

小 学 校 等 の 施 設 が 近 く 健 康 被 害 が 心

配をされること、収集運搬車両の通行

が住民生活に影響すること、近くに重

要文化財があること、建設工事に伴う

影 響 が あ る こ と を 挙 げ ら れ て お ら れ

ます。現時点におきましては、候補地

の白紙撤回、見直しのみを求められて

おり、組合との具体的な協議等には応

じ な い と お っ し ゃ ら れ て い る 状 況 で

ございます。次に、松尾寺区におかれ

ましては、事前に周辺地域の同意を得

ていない決定方法に納得できず、候補

地の白紙撤回、見直しを求めていくと

いうことでございます。また、東出区

につきましては、意見・要望書を提出

され、車両の通行ルートや選定委員会

における評価方法など、多くのご意見

をいただきました。さらに、説明会に

おきましても、竹原区での建設ありき

ではなく、他の応募地も並行して検討

す る よ う に と い う ご 意 見 が ご ざ い ま

した。また、説明会の最後には出席者

により賛否の採決を採られ、ほぼ全員

の方が反対の意思を示されました。反

対のご意見のうち、健康被害や収集運

搬車両、通行ルートに関するご意見に

つきましては、いただいたご意見を踏

まえ、施設整備基本計画を策定してま

いりますとともに、環境アセスメント

等 の 各 種 調 査 の 調 査 結 果 等 を お 示 し

し な が ら 丁 寧 に ご 理 解 を 賜 っ て ま い
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りたいというふうに考えております。

一方で、竹原区を選定した理由が納得

できない、周辺地域の同意を得ていな

い 決 定 方 法 に 納 得 は で き な い と い う

よ う な 候 補 地 選 定 に 関 す る ご 意 見 に

つきましては、あらためてこれまでの

経緯や公募の条件、また選定委員会で

の評価内容、管理者における選定理由

等を丁寧にご説明をし、ご理解いただ

け る よ う 努 め て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。いずれにいたしましても、竹原

区を適地であるという判断の下、候補

地 と し て 選 ば せ て い た だ い て お り ま

すので、いただいておりますご意見を

真摯に受け止め、今後も理解を得られ

る よ う 粘 り 強 く 取 り 組 ん で ま い り た

いと考えております。  

 次に標題１の要旨②、周辺地区住民

が 明 確 に 反 対 表 明 を 相 次 い で 上 げ ら

れていることに関し、管理者会ではど

のような議論を行っているのか、現状

認 識 は ど の よ う な も の か と い う ご 質

問にお答えをいたします。最近の開催

では、２月１日に施設整備基本計画検

討 委 員 会 や 周 辺 地 域 の 最 新 状 況 等 の

報告と情報共有を、また、２月２３日

の 管 理 者 会 議 で は 定 例 会 に お け る 各

質 疑 等 へ の 対 応 な ど に つ い て 協 議 を

行っております。今後も、適宜、管理

者会議を開催し、情報共有を図ります

とともに、事業の進め方等を協議、確

認 し て ま い り た い と い う ふ う に 考 え

ております。また、周辺地域から反対

表 明 が 上 が っ て い る と い う こ と に 関

しましては、重く受け止めなければな

らないと考えております。しかしなが

ら、どの応募地に決定した場合におき

ましても、反対意見があることは想定

されるということを考えますと、現時

点におきましては、候補地を決定した

行政の責任として、丁寧に選定理由等

をご説明いたしますとともに、地域住

民 の 方 々 の ご 意 見 を 十 分 に お 伺 い を

しながら、粘り強く取り組んでいかな

ければならないと考えております。  

 次に標題１の要旨③、このままの現

状で、竹原区を建設地とする、と強行

し て し ま え ば 大 き な 禍 根 を 残 す こ と

になる。竹原区とそれ以外の地区、住

民 間 で 対 立 と 分 断 を 現 在 で も 行 政 が

持ち込んでいる上に、さらに深刻な傷

を 将 来 に わ た っ て 残 し て し ま う お そ

れがあると考える。建設候補地を竹原

区に選定した、という管理者会の平成

２９年６月１９日の確認を一旦、白紙

に戻し、再検討することが求められて

い る の で は な い か と い う ご 質 問 に お

答えをいたします。まず、どの応募地

で も 厳 し い ご 意 見 が あ り 得 る だ ろ う

と い う こ と は 選 定 委 員 会 の 中 で も 議

論をされておりましたし、そのように

認識をしておりました。現実的に、竹

原区周辺の自治会より、大変厳しいご

意 見 を い た だ い て い る 現 状 で は ご ざ

いますが、現時点におきましては、地

域 の 皆 様 に ご 理 解 を い た だ け ま す よ

うに、粘り強く取り組んでまいりたい

と考えております。繰り返しになりま
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すが、建設候補地である竹原区が建設

地となるためには、地域住民の皆様の

一 定 の ご 理 解 が 必 要 で あ る と 考 え て

おりますし、基本計画検討委員会の渡

辺 委 員 長 か ら も 候 補 地 や 反 対 さ れ た

地 区 が 孤 立 す る こ と の な い よ う 事 業

を 進 め る よ う に と い う ご 意 見 を い た

だいております。今後も引き続き、さ

まざまな状況に配慮しながら、粘り強

く取り組んでまいりますとともに、地

質 調 査 な ど の 各 種 調 査 結 果 を お 示 し

することにより、ご理解をお願いして

まいりたいと考えております。  

 次に標題１の要旨④、彦根愛知犬上

地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 検

討 委 員 会 の 進 め 方 に 疑 問 と 矛 盾 を 感

じる。つまり、建設地として確定して

いないにもかかわらず、竹原区で建設

するとしたら、という委員会の開催そ

の も の が 周 辺 住 民 に 不 安 と 不 信 を 与

えている。委員会も一旦、立ち止まる

ことが求められているのではないか。

委員会を継続するというのであれば、

少なくとも、広域でごみ処理を実施す

る 場 合 な ど 一 般 的 な 検 討 課 題 と 建 設

地 を 特 定 し た 上 で の 検 討 課 題 を 区 分

し て 進 め る こ と が 必 要 で は な い か と

いうご質問にお答えをします。まず、

施 設 整 備 基 本 計 画 に は 処 理 規 模 な ど

の 一 般 的 な 検 討 課 題 と 環 境 影 響 や 施

設 配 置 な ど 建 設 地 を 特 定 し た 上 で の

検討課題がございますが、地域での説

明会の中では、竹原区での建設を前提

と し た 協 議 そ の も の に 反 発 を さ れ る

自治会がある一方で、具体的なものを

示 し て も ら わ な け れ ば 検 討 の し よ う

がないとのことから、具体案を示すよ

う求められる自治会もございます。ま

た、議員の皆様にご検討いただく上に

おきましても、計画内容を具体的にお

示しをすることで、さまざまなご意見

がいただけるものと考えております。

さらに、地質調査や断層調査、また環

境アセスメントなどは、この施設整備

基 本 計 画 を ベ ー ス に し て 調 査 を 行 う

という側面もございますことから、竹

原 区 を 建 設 候 補 地 と し て 施 設 整 備 基

本 計 画 の 策 定 に 取 り 組 ん で い る も の

でございます。  

 次に標題１、要旨⑤、建設地として

確定していく上で、環境アセスメント、

地 質 調 査 な ど の 不 可 欠 な 手 続 き を ど

の よ う な 時 点 で 実 施 予 定 と し て い る

のか。そのことは建設地に関わる議会

議 決 権 限 の 条 例 と の 整 合 性 に 矛 盾 は

な い と 考 え る の か に つ い て お 答 え を

させていただきます。まず、現在は建

設 候 補 地 で ご ざ い ま す 竹 原 区 が 建 設

地となるためには、地域住民の皆様の

一 定 の ご 理 解 が 必 要 だ と 考 え て お り

ます。そのためにも、今後も引き続き、

さまざまな状況に配慮しながら、粘り

強く対応してまいりますとともに、環

境アセスメントや地質調査、断層調査

な ど の 各 種 調 査 の 結 果 を お 示 し し な

がら、ご理解をいただけるよう取り組

んでまいりたいと考えております。な

お、条例との整合性につきましては、
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建 設 地 を 決 め る 場 合 お よ び 変 更 す る

場合には、議会の議決が必要となるも

のと理解をしておりまして、これから

候 補 地 が 建 設 地 と し て 適 し て い る か

どうかについて、調査を行っていくも

の で あ る と ご 理 解 い た だ き た い と 思

います。  

次に標題２の要旨①、建設候補地選

定 お よ び そ の 変 更 に つ い て 議 会 の 議

決を得るべき事項、と定めた条例の効

力 お よ び 議 会 権 限 の 範 囲 に 対 す る 当

組 合 の 認 識 に つ い て の ご 質 問 に お 答

えをいたします。昨年８月の当組合議

会 定 例 会 に お い て 可 決 を さ れ ま し た

地 方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に

よ る 議 会 の 議 決 す べ き 事 件 に 関 す る

条 例 に て 議 決 す べ き 事 件 と し て 定 め

られたものは、候補地の選定およびそ

の変更ではなく、正しくは新しいごみ

処理施設の設置位置を定め、または変

更すること、でございますが、新ごみ

処理施設の建設地を決定する際には、

議 案 と し て 議 会 に お 諮 り し な け れ ば

ならないものと認識をしております。 

 最後に標題２の要旨②、建設地とし

て 可 否 を 議 会 に 求 め る タ イ ミ ン グ に

ついてお答えをいたします。現在、愛

荘 町 竹 原 区 に つ き ま し て は 建 設 候 補

地 と い う 位 置 づ け を さ せ て い た だ い

ておりますが、今後、現在の建設候補

地 で の 施 設 建 設 が 可 能 か ど う か に つ

きまして、各種調査を計画しておりま

す。施設建設の可否について大きく影

響をもたらす調査といたしましては、

地質・断層調査と環境アセスメントが

考えられるところでございます。特に

環 境 ア セ ス メ ン ト が 完 了 す る 見 込 み

は 当 初 の ス ケ ジ ュ ー ル で は 平 成 ３ ３

年度末を予定しております。また、環

境 ア セ ス メ ン ト が 終 了 す る 同 時 期 に

おきましては、ごみ処理施設建設に向

け た 都 市 計 画 決 定 手 続 き に つ き ま し

て も 完 了 す る 見 込 み と 予 定 を し て お

ります。したがいまして、愛荘町竹原

区 を 建 設 地 と し て 定 め る こ と を 議 会

に お 諮 り を さ せ て い た だ く タ イ ミ ン

グといたしましては、環境アセスメン

トが完了し、都市計画決定がなされる

時 点 が 最 も 効 果 的 で あ る と 考 え て い

るところでございますが、具体的な時

期につきましては、各調査の進捗も鑑

み な が ら 決 定 を し て い く こ と と な り

ますので、ご理解賜りますようよろし

くお願いいたします。  

〇議長（西川正義君）  西澤議員。 

〇６番（西澤伸明君） 再質問をさせ

ていただきます。  

 議論を聞いてますと、いよいよあら

ためて、竹原区を選定したことについ

て、一旦は凍結をして経過、課題です

ね、それからそれを整理した上で、広

域ごみ処理の課題をプラント規模、そ

れから処理方法なども含めて、一から

や り 直 す こ と が 必 要 で は な い か と い

うように思いますので、あらためて見

解を求めたいと思います。  

 二つは、どの地域になってもこのよ

うな反対はある。今も答弁がありまし



 

43 

 

たし、管理者の方が答弁されています

が、不安や反対の理由、これが合理的

なものであれば、とにかく一旦、立ち

止 ま っ て 再 検 討 す る の が 行 政 責 任 者

の 道 理 あ る 態 度 で は な い か と 思 い ま

す。反対理由のそれぞれのところでも

ご み 処 理 の 根 本 的 な と こ ろ で 疑 問 を

感じたり、不安を感じておられます。

例えば、東出区の場合でも反対理由の

５などは、子どもや孫が今後、長く生

活する上で絶対、安全といえるのでし

ょうかと。それから岩倉区では残渣物

質 に 含 ま れ る 有 害 物 質 の 含 有 量 が 決

してゼロになることはなく、長年、蓄

積 す る こ と に よ る 環 境 被 害 の 可 能 性

は否定できませんと。つまり、ごみ処

理施設そのもの、ごみ処理の方法など

についての根本的な疑問を持ち、回答

を求めておられるんですね。これに対

して、そうじゃありませんということ

で 説 明 が で き る か ど う か と い う 点 で

す。場所を決めて、そしてこういうこ

とを検討していくから、ご理解をと言

ってもね、やっぱり順序が私は違うと

いうように思いますので、その点で再

度 の 検 討 が 必 要 だ と い う よ う に 思 い

ますので、再質問のご答弁をお願いい

たします。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） あり

がとうございます。  

今、検討しております基本計画の中

におきまして、前段申し上げましたと

おり、今の広域でごみ処理をしていく

上での課題、例えば、今までどのよう

な推移をしてきまして、これからごみ

量 が ど う な っ て い く の か と か と い う

部分でございましたり、それに直結す

るような処理規模でございましたり、

基本計画の中で一定、そういったとこ

ろ を ま ず は 整 理 を し て い る 段 階 で ご

ざいます。申し上げておりますとおり、

整 理 を し て 皆 様 に お 示 し を す る こ と

によって、そういった部分というのは

具 体 的 に 地 域 住 民 の 方 々 の ご 不 安 に

対しましても、具体的なものとして見

え て く る と い う よ う な こ と を 事 務 局

として考えながら、まずは基本計画の

策定に取り組んでいると。その中でも

既 に 地 域 住 民 の 方 々 に 素 案 の 段 階 か

らお示しをしながら、ご意見を伺った

上で今、作成を続けているところでご

ざいますし、また、今後、申しました

とおり、議員の皆様でございましたり、

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の ご 意 見 も 含 め

ながら、最終、基本計画として策定と

い っ た と こ ろ に も っ て い き た い と い

う ふ う に 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。  

〇議長（西川正義君）  西澤議員。 

〇６番（西澤伸明君） 再々質問です。 

 今 の 現 状 は そ れ ぞ れ 入 り 口 の と こ

ろで不信や不満、それから疑問点を持

たれて、入り口のところで行政の進め

方 に つ い て 不 信 を 持 っ て お ら れ る ん

ですよね。ですから、その後のところ

でなんぼ説明しようが、説明そのもの

も 非 常 に 空 し く 聞 こ え て く る と 思 う
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んです。そこで環境アセスメントや地

質調査、断層調査と言われましたです

よね。これ、竹原ありきで進めるなら

ば、今日ですね、基本計画の策定業務、

460 万円あまりが削除されました。こ

の事態が、さらに環境アセスメントや

それから地質調査、計上されて議会の

承 認 を 得 な け れ ば 次 に 進 め な い わ け

ですから、そういう点ではやはり、順

序についてはもう一度、見直すと。つ

ま り 手 順 の 根 本 的 な 見 直 し が 必 要 で

はないかというように思います。それ

は竹原はまず、凍結するということか

ら手順は出発すると思うんですが、こ

の進め方のポイントや、それから手順

の見直しが、今後のことを考えても、

つ ま り 環 境 ア セ ス メ ン ト や 地 質 調 査

を議会に承認を求めていくとなれば、

今 の 竹 原 あ り き で 進 め る 予 算 は 賛 成

が得られないという状況ですから、そ

れは地域の周辺住民の方々も含めて、

これは竹原ありきで進められる、かな

わ ん な と い う の が さ ら に 大 き く な っ

てくると思いますので、そのことも求

められていますので、見解をお願いし

ます。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 答弁

の中で申し上げましたとおり、西澤議

員 お っ し ゃ っ て い た だ き ま し た と お

り、まず施設の建設に関して具体的に

いただいているご意見も、今、前段、

私、申し上げたとおり、あるところで

ございますが、その手前のところとし

まして、そもそも竹原区を選定したと

い う と こ ろ に 納 得 は で き な い と い う

ご 意 見 も 多 く い た だ い て い る と い う

部分は議員おっしゃられたとおり、私

ど も と し て も 認 識 を し て い る と こ ろ

でございます。今、事務局として、や

は り し て い か な け れ ば な ら な い 部 分

と考えておりますのは、まず施設建設

に関わる部分、具体的な内容の部分に

つきましては、先ほど申しましたとお

り、具体的に施設整備の基本計画の内

容でございましたり、今後、計画をし

て お り ま す 各 種 調 査 に 着 手 で き ま し

たら、その調査結果をお示しさせてい

ただくことによって、地域住民さんの

ご不安な点、疑問点に対応してまいり

たい。ただ、そもそも入り口の竹原区

を 決 定 し た と い う こ と に 納 得 で き な

いという部分につきましても、何度も

申 し 上 げ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す

が、やはり、そこの部分につきまして

も こ れ ま で の 選 定 の 経 過 で ご ざ い ま

したり、理由という部分を何度もきち

っと説明をして、やはりご理解を賜っ

ていくという必要があると。そこにも

真 摯 に 対 応 し て い か な け れ ば な ら な

い と い う ふ う に 認 識 を し て い る と い

うところでございます。  

〇議長（西川正義君） 以上で事前通

告 の あ っ た 質 問 は 終 了 い た し ま し た

ので一般質問を終結いたします。  

 暫時休憩いたします。  

 

〔午後 5 時 06 分休憩〕  
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〔午後 5 時 27 分再開〕  

 

〇議長（西川正義君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

お諮りします。夏川嘉一郎君ほか５

名 か ら 提 出 さ れ ま し た 地 方 自 治 法 第

９ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 議 会 の 議

決 す べ き 事 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 案 が 議 長 あ て 提 出 さ れ

ましたので、これを日程に追加し、議

題 と す る こ と に 賛 成 の 諸 君 の 起 立 を

求めます。  

〔賛成者起立〕  

 ご着席願います。起立多数でありま

す。よって、夏川嘉一郎君ほか５名か

ら 提 出 さ れ ま し た 地 方 自 治 法 第 ９ ６

条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 議 会 の 議 決 す

べ き 事 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正

する条例案の提出に同意の上、これを

日程に追加し、議題とすることに決し

ました。  

 

追加日程  会議案第１号上程  

〇議長（西川正義君） 会議案第１号、

地 方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に

よ る 議 会 の 議 決 す べ き 事 件 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 を 議 題

といたします。  

○議長（西川正義君） 提出者の説明

を求めます。夏川嘉一郎君。  

〇１１番（夏川嘉一郎君） 条例改正

案 を 提 出 す る 理 由 に つ い て 説 明 し た

いと思います。  

 現在、彦根愛知犬上地域新ごみ処理

施 設 整 備 基 本 計 画 検 討 委 員 会 に お い

て、彦根愛知犬上地域新ごみ処理施設

整 備 基 本 計 画 が 検 討 さ れ て お り ま す

けども、この基本計画はごみ処理施設

の規模、対象ごみ、ごみの分別方式、

ごみの処理方式、ごみあるいはごみ燃

焼後のエネルギー量、ごみ収集運搬な

ど、これら一連の機構ともいう、ある

いは一つのシステムというべきか、こ

ういうごみ焼却に関するですね、一連

の大きな問題はですね、今後の１市４

町 の 住 民 の 生 活 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ

す重要な計画であります。これら１市

４町は今、調査のところですね、いろ

いろなやり方が、異なる手法でごみ収

集をされておりますけども、これはこ

れとしても１市４町が同じ場で、一つ

の議論をしていく。１番いい、最高の

ものを造り上げていくと。こういう一

つの基本的な考えを持ってですね、広

域 行 政 組 合 議 会 が こ の 大 き な 問 題 を

議 決 す べ き 事 件 と し て 追 加 す る と い

うものであります。この方式によって

ですね、より議員が責任を持ちながら

最高の施設を造ると、こういうことが

理由であります。以上、ご審議をよろ

しくお願いします。  

〇議長（西川正義君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午後 5 時 31 分休憩〕  

 

〔午後 5 時 45 分再開〕  
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○議長（西川正義君） 休憩前に引き

続いて会議を開きます。  

こ れ よ り 会 議 案 第 １ 号 に 対 す る 質

疑に入ります。質疑の通告書が３名の

方から提出されておりますので、順次

発言を許します。その順位は６番  西

澤伸明君、１７番  河村善一君、１８

番  外川善正君の順で、順次発言をお

願いいたします。６番  西澤君。  

〇６番（西澤伸明君） １点、提出者

にお尋ねします。  

 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設

整備基本計画策定委員会が、現在まで

開かれています。その進行状況につい

ても、資料配布が現在、されているわ

けですけれども、その資料配布だけで

はなく、説明を求め、そして議会の意

見、議員の意見を述べ、その計画に反

映させる、こういう権限も、そういう

役 割 も 保 有 し て い る と 考 え て い い か

どうか、提出者に説明を求めたいと思

います。よろしくお願いします。  

〇議長（西川正義君）  夏川議員。 

〇１１番（夏川嘉一郎君） 西澤議員

の質問にお答えします。  

 実にそのとおりでございまして、今

までのやり方、一つのいろんな方式を

グロスにして、それで承認するか、し

ないかというやり方ではなしに、より

民主的な方式、例を挙げて言いますと、

例 え ば 分 別 方 式 を 一 塊 に し て ど う す

るか、これを皆さんの参加の中で議決

する。また、ごみ処理方式、あるいは

燃焼方式、こういうものをどういうよ

うなやり方、どういう施設が望ましい

か。これも皆さんが、議員が意見を出

し合って議決する。もう一つ言います

と、パッカー車の件も同じでございま

す。どういうパッカー車が望ましいか、

ど う い う 道 の 通 行 の 仕 方 が 望 ま し い

か、こういうことを一緒になって議論

するということで、より民主的な方法

で 議 員 が 参 加 す る と い う こ と で ご ざ

います。以上です。  

〇議長（西川正義君） １７番  河村

善一君。  

〇１７番（河村善一君） 提案者にち

ょっと質問いたします。  

 一つは、新ごみ処理施設基本計画検

討委員会があるんですけども、その兼

ね 合 い と い う の は ど う な っ て い く の

か。今の、若干、西澤議員の質問と兼

ね合うかもわかりませんが、その関係

がどうなっていくのかが第１点。  

 第２点は、私も検討委員会、できる

だけ傍聴させていただいております。

非 常 な 量 の 議 論 を さ れ て い る と 思 う

んで、議員がそれを理解して、勉強し

ていくと相当な説明、あるいは資料も

必要だと思うんで、それに対する、議

員に対する説明会などを持たれて、や

は り 十 分 議 員 が 勉 強 す る 時 間 が 必 要

だろうと思うんですけども、そういう

ことは考えておられるのか。それぞれ

一つひとつ、いちゃもんつけると言っ

たらなんですけど、意見、言うよりも

全 体 の 検 討 委 員 会 で 議 論 さ れ た 成 案
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が出てくると思うんで、そこの中のと

こ ろ の 議 員 に 対 す る 説 明 会 を 持 た れ

てですね、そこの中での議員の質問な

りを聞いてもらった上で、決議してい

く と い う 立 場 を と ら れ る べ き で は な

いのかな。そういうことも一つにある

のかなと僕は思うんですけど、そのこ

とを質問したい。２点について質問さ

せていただきます。  

〇議長（西川正義君）  夏川議員。 

〇１１番（夏川嘉一郎君） 検討委員

会というのはあるんですけども、これ

はあまり全体、一つひとつを検討して

い る よ う な 委 員 会 で は な い と 思 い ま

すし、今、提案した一つのこの議会が

議決すべき事件、課題というのは今の

西 澤 議 員 の 質 問 に も ご ざ い ま し た よ

うに、例えば、一つひとつを、ほんま

の細かいことやなしに、燃焼方式、あ

るいは分別方式、こういうのをひとま

とめにして、議論するということで議

員がより深く、その問題に参加できる

と い う こ と で 非 常 に 民 主 的 な 方 法 で

はないかと。後で言われました全体で

そういう問題が出てきたときに、その

課 題 を 全 員 の 中 で 皆 さ ん が 議 論 し 合

って、あるいは説明会を開いて、質問

を精査してやるという方法、これも今、

質問の中にありましたけども、これは

これで一つの議員の中でですね、どう

いう方法がええのか、これは検討する

価 値 は あ る か な と い う ふ う に は 考 え

ます。これは議員の中で、一度、考え

たいなというふうに考えております。

議 員 の よ り 多 く が そ う い う こ と が え

えなということになれば、そういう方

法 も 一 つ の 方 法 で あ る と い う ふ う に

考えます。以上です。  

〇議長（西川正義君）  河村議員。 

〇１７番（河村善一君） 僕の理解す

るところはですね、検討委員会、７回

から８回、既に持たれてきてるわけで、

も う 終 結 の と こ ろ へ 向 か い つ つ あ る

のではないかなと。傍聴しててですよ、

いろいろされてるわけで。今、それぞ

れの行政の人たちも、意見も聞いて、

一 つ の 案 を 出 さ れ よ う と 僕 は し て る

んで、その案が出た段階で、僕は議員

が議論して、疑問に思ったら担当者を

呼 ん で 聞 い て い っ た ら い い ん じ ゃ な

いかなと思うんで。当然、計画案なん

でね。それをここで議決していくとか、

議 論 し て い く と い う 場 に な る の か な

と僕自身は理解してるんです。相反す

るんじゃなくて、僕自身の意見として

は一応、案を出されてそれについてや

はり我々が疑問に思う点は、質問して

い く っ て い う こ と に な っ て い く の か

なという部分で理解してるので。そう

いう理解でよろしいかということで、

僕は質問を終わりたいと思います。  

〇議長（西川正義君）  夏川議員。 

〇１１番（夏川嘉一郎君） 今の話を

私 な り に ま と め て 理 解 し ま す と で す

ね、ひとまとめにしたものを出されて

くると。それを我々が議論すると、意

見を出すと。それでもいいんですけど

も、できれば一つのさっき言いました
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ように、分別方式と、あるいは規模の

問題、ごみ焼却施設の規模の問題、燃

焼方式、それぞれ一つをとってもです

ね、膨大な一つの時間がかかる。難し

い問題になりますので、全体を一つに

して議論するというのでは、あまり奥

まで入れないんじゃないかと。やはり

一つのブロックごとにまとめて、皆さ

ん で 意 見 を 出 し 合 う と い う よ う な 形

がええのではないかというふうに、民

主 的 な 方 法 で は な い か な と い う ふ う

に思います。以上です。  

〇議長（西川正義君）  外川議員。 

〇１８番（外川善正君） 皆さんが言

わ れ た こ と と あ ん ま り 変 わ ら な い ん

ですけどね、この文言を条例に加える

というところから、基本計画を策定し、

そ し て ま た 変 更 す る こ と と い う ふ う

になってますけどね、これ、本当に対

等に議論ができるんかなと。このね、

ごみ焼却施設がこうなんですよとか、

い ろ ん な こ と を い ろ ん な 角 度 か ら 専

門家の方が検討され、そして検討委員

会の方に説明して、そして進めておら

れます。そこへ我々が、例えば入って

議論するんでしたらね、あの話を一度

か、お聞きになられましたか。何回か、

今、河村議員、言いましたけどね、何

回か、ある中で。あの難しいね、話を

対等に議論できるのか。私はそれこそ

本 当 に 専 門 家 に 任 す と こ ろ は 任 せ て

ジャッジをしていただく。そして我々

でもできるところは、我々でも入って

やる。そういうふうにしないとね、そ

れ こ そ 整 理 で き る も の が 何 も 整 理 で

きない。任すとこは任す、と私はそう

いうように思ってるんですが、この文

言を見ておりますと、誰が策定するん

ですか。誰と誰が策定するんですか。

条 例 だ っ た ら も う 少 し 細 か く 書 い て

いる。明記してもいいかと思うんです。

だから、そこら辺をね、言うのは簡単

で す が 、 言 う た 以 上 、 決 め た 以 上 は

各々、一人ひとりが責任持ってね、や

っ ぱ り 議 論 し て い か な く て は だ め な

んです。だから、そこら辺をどういう

ふうに考えておられるか、１点、質問

します。この分だけお願いします。  

〇議長（西川正義君）  夏川君。 

〇１１番（夏川嘉一郎君） 非常に難

しい問題を、例えば焼却炉のですね、

機能の問題とか、そういう問題をわか

るのかというような、今、まず第１点

の質問ですけども、これは質問を繰り

返す中で、我々も今までもそういうよ

うな問題にも携わっておりますし、質

問 を 繰 り 返 せ ば だ い た い の 一 つ の 形

が わ か る ん じ ゃ な い か な と い う ふ う

に私は思っております。全くわからん

じゃなしに、いろんな意見、その質問

を多く繰り返す中で、輪郭が明らかに

な る ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に 感

じます。初めから全くわからんじゃな

しにわかる努力をしたい、していけば

解 決 の 道 に つ な が る ん じ ゃ な い か な

というふうに思います。  

 それから２点目の質問ですけども、

条例の細かいことというのは、この条
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例はあまり小さな問題じゃなしに、そ

ういう問題に我々が参加するという、

決 議 に 参 加 す る と い う こ と で ご ざ い

ますので、主体がどうこうというよう

な こ と を 心 配 す る 必 要 は な い ん じ ゃ

ないかなと。要するに、こういう問題

に 我 々 が 決 議 に 参 加 す る と い う 括 り

で 十 分 で は な い か な と い う ふ う に 思

います。以上です。  

〇議長（西川正義君）  外川議員。 

〇１８番（外川善正君） １点だけ申

し上げたいです。  

 議 論 に 参 加 す る だ け が い い ん で は

なくて、議論に参加した以上は自分の

意見をきっちり言う、そういう姿勢が

なければ私はだめだと思うんですね。

寄り合い所帯みたいに、そこへ入って

いってるね、そんな問題ではないと思

うんです。やっぱり議論するんやった

ら議論するで、知識も持って、そして

や っ て い か な く て は な ら な い ん と 違

いますか。  

〇議長（西川正義君）  夏川議員。 

〇１１番（夏川嘉一郎君） 提案した

以上はですね、これ、多くの議員が賛

同 さ れ る か ど う か わ か り ま せ ん け ど

も、皆さん、そういう意思で賛同され

たんなら、そういう覚悟があるもんと

いうように考えますので、その点、よ

ろしくお願いします。  

〇議長（西川正義君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午後 5 時 59 分休憩〕  

 

〔午後 6 時 03 分再開〕  

 

○議長（西川正義君） 休憩前に引き

続いて会議を再開いたします。夏川議

員。  

〇１１番（夏川嘉一郎君） ちょっと

答弁のさっきの形が違いましたんで、

あ ら た め ま し て 答 弁 さ せ て い た だ き

ます。  

 我 々 が そ の 条 例 を ど う の こ う の じ

ゃ な し に 策 定 委 員 会 が 策 定 計 画 を 提

案してきたものを、我々がそれがええ

か、悪いかを意見を言うと、こういう

ことでございますので、よろしくお願

いします。  

〇議長（西川正義君） 質問者、外川

議員、いかがですか。  

〇１８番（外川善正君） もう、よろ

しいですわ。  

〇議長（西川正義君） 質疑の予定の

方、これで終わりましたけど、他に質

疑、ございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

〇議長（西川正義君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午後 6 時 05 分休憩〕  

 

〔午後 6 時 06 分再開〕  

 

○議長（西川正義君） 休憩前に引き

続いて会議を開きます。他に質疑、ご

ざいませんか。北川君。  
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〇４番（北川和利君） 豊郷の北川で

す。  

 先ほど、議運の方で質疑させてもら

いましたんやけども、要するに僕の感

じとったんは、今までの議論をしてい

る中で、今までは管理者と行政側だけ

で勝手にやっとると。議会の方に一つ

も 声 が 聞 こ え て き て な い と い う こ と

で、この９６条２項を提出したものだ

と僕は理解してます。良し悪しは決を

採りますので。そういう認識で僕はし

てますのやけども、夏川さん、それで

いいですか。僕はまわりくどいことを

聞くの、嫌いやさかいに。くどいよう

ですけども、今までのやり方が、要す

る に 管 理 者 と 行 政 側 と で 勝 手 に 決 め

て、勝手にやっとると。要するに、あ

と 一 つ 資 料 に し て も 回 答 が 一 つ も 議

会の方に伝わってきてないと。そのた

めに、今回、こういう条例を作成して、

提出して、なおかつ今後、これからい

ろ ん な こ と に つ い て 議 会 も 中 に 入 っ

て い っ て や っ て い き た い と い う 切 り

崩しの一つです。僕はそういう理解を

してるんですけど、それでいいんです

か。  

〇議長（西川正義君）  夏川議員。 

〇１１番（夏川嘉一郎君） 切り崩し

ではないんやけども、一応、今の議員

の質問のとおりでございます。  

〇議長（西川正義君） 他に質疑、ご

ざいませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

〇議長（西川正義君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午後 6 時 08 分休憩〕  

 

〔午後 6 時 19 分再開〕  

 

○議長（西川正義君） 休憩前に引き

続きまして会議を開きます。  

〇１０番（安藤博君） 議長、議事進

行。  

〇議長（西川正義君）  安藤議員。 

〇１０番（安藤博君） 議長のお許し

を い た だ き ま し た の で 発 言 を さ せ て

いただきます。  

 ただいま、議題となっております会

議案第１号に関しまして、今、提出者

であります夏川議員の方から縷々、説

明 と 各 議 員 か ら の 質 問 に ご 答 弁 い た

だきましたが、今、もう少し、議員の

皆 さ ん 方 の ご 理 解 が 得 ら れ て い な い

状況というふうに判断を、私はしてお

りますので、できればこの案件に、会

議 案 第 １ 号 に 関 し ま し て は 継 続 審 査

と い う こ と で 提 案 を さ せ て い た だ き

たいと思いますので、議長の方のお諮

りをよろしくお願い申し上げます。以

上です。  

〇議長（西川正義君） ただいま、安

藤議員が継続審議ということで、この

案 件 に つ い て 議 長 に 取 り ま と め と い

うことで、ご提議いただきました。本

案件につきましてはですね、この会議

案第１号につきまして、継続審査した

いというふうに、議長としては判断を
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い た し ま し た の で 皆 さ ん の ご 判 断 を

お願いしたいと思いますが、賛成でよ

ろしいですか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

〇議長（西川正義君） ありがとうご

ざいます。  

 そ れ で は 会 議 案 第 １ 号 に つ き ま し

ては、継続審査をするということで締

めたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。  

 一応、これをもちまして、その他を

含めました議案につきまして、本日の

日程、終了いたしました。ここで、本

日の会議を閉じたいと思います。  

 これをもちまして、平成３０年２月

議 会 定 例 会 を 閉 じ さ せ て い た だ き ま

す。どうもありがとうございました。 

 

午後 6 時 27 分閉会  
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平成 30 年 2 月 27 日 (火曜日) 

        午後 2 時 00 分開会 

○議長（西川正義君）  皆さん、こ

んにちは。本日は、大変お忙しい

中、お集まりをいただきましてあり

がとうございます。 

それでは、定例会の開会前に、お

時間をいただきまして、全員協議会

を行います。本日の定例会の欠席者

について、事務局から報告がありま

す。 

○事務局（橋本事務局長）  失礼い

たします。事務局長の橋本でござい

ます。 

欠席届が提出されておりますので

ご報告をさせていただきます。愛荘

町の德田議員から欠席の連絡をいた

だいております。彦根市の小菅議員

でございますが、連絡はいただいて

おりませんが、少し遅れるようでご

ざいます。以上でございます。  

○議長（西川正義君）  ありがとう

ございました。これをもちまして全

員協議会を終わります。 

次に、今定例会の開会に当たり、

管理者よりあいさつをお願いいたし

ます。管理者。 

○管理者（大久保貴君）  皆様、あ

らためまして、こんにちは。大変、

お忙しいところ、ご参集いただきま

してありがとうございます。  

平素から、組合運営に格別のご理

解、ご協力を頂戴してますこと、あ

らためてお礼申し上げたいと思いま

す。 

今定例会におきましては、平成２

９年度（２０１７年度）彦根愛知犬

上広域行政組合一般会計補正予算

（第３号）および平成３０年度（２

０１８年度）彦根愛知犬上広域行政

組合一般会計予算について議案を提

出し、ご審議をお願いさせていただ

くわけでございます。何卒、慎重な

ご審議の上、適切なるご議決をいた

だきますことをお願い申し上げたい

と思います。 

よろしくお願いいたします。  

○議長（西川正義君） ありがとう

ございました。 

 

        午後 2 時 01 分閉会 

 


